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１人で学べる生徒を育てるために
どのような課題があるのか

「１人勉強ノート」で、自分で考えて学習する習慣を付ける
秋田県大仙市立西仙北中学校
　

「無監督テスト」を実施。信頼関係を土台に主体性を育む
富山県富山市立速星中学校
　

毎週の小テスト、毎日の学習計画立案で、家での学習を意識化
香川県多度津町立多度津中学校
　

地域や保護者と共に、自ら率先して学ぶ生徒を育てる
東京都鷹南学園（三鷹市立第五中学校、中原小学校、東台小学校）
　

私の中学校での学習、高校での学習
　

「共に学び合う」「１人で学ぶ」を繰り返し、
メタ認知能力を高める
京都教育大准教授◎伊藤崇達

特集

課題整理
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高校生の声
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連載

1 私を育てたあの時代、あの出会い

生徒に寄り添い、信じる大切さを学んだ初任校での日々
高知県高知市立城東中学校校長◎田中敏彦

28 Benesse発　これからの教育

２１世紀型スキル育成にタブレットＰＣを活用
東京都豊島区立千川中学校

30 ミドルリーダーの挑戦　─前へ！前へ!!

生徒一人ひとりの内面に寄り添い続け、個々の良さを伸ばしていきたい
大分県豊後高田市立高田中学校◎堀之内健治
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1977（昭和52）
高知市立一宮中学校
に新採で赴任。
赴任６年めに
中尾良孝校長が着任

1988（昭和63）
高知市教育研究所
研修主事に着任

1999（平成11）
高知県教育委員会
学校教育課
義務教育指導班長
に昇任

2002（平成14）
高知県教育委員会
学校教育課課長補佐
に昇任

2003（平成15）
高知市立三里中学校
に校長として赴任

2004（平成16）
高知市立城東中学校
に赴任

1990（平成2）
高知市立三里中学校
に赴任

1994（平成6）
高知市教育委員会
指導主事に着任

1997（平成9）
高知県教育委員会
学校教育課
指導主事に着任
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教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
田
中
校
長
が
語
る
。

私を育てた
あの時代、あの出会い

第15 回

いっく

1

生
徒
の
表
面
的
な
姿
で
は
な
く

そ
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
大
切

　

私
の
教
師
と
し
て
の
原
点
は
、
中
学
時

代
の
経
験
に
あ
り
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
顧
問
で
、
冬
は
駅
伝
部
の
顧
問
も
さ

れ
て
い
た
石
川
和
先
生
は
、
授
業
も
部
活

も
一
生
懸
命
な
先
生
で
し
た
。
生
徒
が
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う
に
と
、
練
習
前
に
は
一

人
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
に
親
身
に
寄

り
添
う
の
が
当
た
り
前
と
い
う
先
生
で
、

生
徒
が
主
役
で
教
師
は
黒
子
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
し
た
。
こ
れ
が
、
私
の
目
指
す
教

師
像
の
原
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
教
師
と
な
り
、
そ
の

理
想
を
体
現
す
る
難
し
さ
を
、
私
は
初
任

校
で
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
学

校
は
荒
れ
の
状
態
に
あ
り
、
そ
れ
が
長
く

続
い
て
い
た
た
め
、
生
徒
の
問
題
行
動
が

常
態
化
し
、
教
師
の
ど
ん
な
言
葉
も
生
徒

の
心
に
届
か
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
赴
任
さ
れ
た
の
が
中
尾

良
孝
校
長
で
す
。
先
生
は
ま
ず
「
生
徒
に

寄
り
添
い
な
さ
い
。
だ
ま
さ
れ
、
裏
切
ら

れ
て
も
、
生
徒
を
信
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

生
徒
の
問
題
行
動
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
理
由
を
探
る
た
め
に
、
常
日
頃

か
ら
生
徒
と
接
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
に
私

たなか・としひこ　専門教科は社会科。高知市立一宮中学校、高知市立三里中
学校、高知市教育委員会指導主事、高知県教育委員会学校教育課指導主事、高
知市立三里中学校校長などを経て、現職。
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は
中
学
時
代
を
思
い
出
し
、
昼
休
み
は
生

徒
と
遊
び
、
放
課
後
は
部
活
動
で
一
緒
に

汗
を
流
し
、
休
日
に
は
生
徒
が
い
そ
う
な

場
所
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、

学
校
以
外
の
生
徒
の
姿
を
知
ろ
う
と
し
た

の
で
す
。

　

中
尾
校
長
は
、
そ
ん
な
私
に
生
徒
会
担

当
を
命
じ
ま
し
た
。
私
は
、
教
師
主
導
で

は
な
く
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
学
校
改

善
を
進
め
る
こ
と
、
そ
れ
を
定
着
さ
せ
て

学
校
の
伝
統
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
や
学
校
を
１
つ
の
社
会
と
捉

え
、
こ
の
社
会
で
起
こ
る
生
徒
の
問
題

は
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
考
え
、
解
決

し
て
い
く
。
教
師
は
生
徒
の
活
動
を
黒
子

と
な
っ
て
応
援
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

す
。
こ
れ
は
、
中
学
時
代
の
恩
師
、
石
川

先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

毎
土
曜
日
、
生
徒
会
役
員
と
昼
食
を
食

べ
な
が
ら
、
今
週
の
反
省
と
次
週
の
方
針

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
生
徒
会
の
中
に

徐
々
に
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
、
主
体
的
に
考

え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
外
研
修
で
視
察
し
た
中
学
校
を
見
習
っ

て
、
生
徒
会
活
動
の
進
め
方
も
変
え
ま
し

た
。
年
間
目
標
と
学
期
目
標
を
立
て
、
学

期
末
に
振
り
返
り
、
次
学
期
の
目
標
と
計

画
を
立
て
る
サ
イ
ク
ル
に
し
た
の
で
す
。

更
に
、
年
度
ご
と
の
活
動
を
冊
子
に
ま
と

め
る
こ
と
で
、活
動
を
「
見
え
る
化
」
し
、

積
み
上
が
る
構
造
に
し
ま
し
た
。

　

全
校
集
会
の
進
行
も
生
徒
会
に
任
せ
ま

し
た
。
私
語
が
聞
こ
え
た
ら
教
室
前
の
整

列
か
ら
や
り
直
す
と
い
う
ル
ー
ル
で
、
し

つ
こ
い
く
ら
い
、
根
気
強
く
や
り
続
け
ま

し
た
。
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
、
す
ぐ
に

解
決
策
を
指
示
せ
ず
、
生
徒
の
問
題
と
し

て
生
徒
に
返
し
て
考
え
さ
せ
ま
し
た
。

　

中
尾
校
長
の
赴
任
か
ら
３
年
が
経
っ
た

頃
に
は
、
新
任
教
師
で
も
授
業
が
成
立
す

る
ほ
ど
、
学
校
は
落
ち
着
き
ま
し
た
。

生
徒
が
変
わ
る
と
信
じ
て

努
力
す
る
の
が
教
師
の
使
命

　

そ
れ
か
ら
数
十
年
を
経
て
、
本
校
に
校

長
と
し
て
着
任
し
た
時
、
学
校
は
初
任
校

と
同
じ
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
私

は
、
時
間
は
掛
か
っ
て
も
、
こ
の
荒
れ
の

状
態
か
ら
必
ず
立
ち
直
る
こ
と
が
出
来
る

と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
教
師
全
員
で
生

徒
た
ち
と
向
き
合
っ
た
結
果
、
５
年
後
に

荒
れ
は
収
ま
り
、
学
校
は
落
ち
着
き
ま
し

た
。
生
徒
指
導
の
負
荷
が
軽
く
な
っ
て
か

ら
、学
力
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

家
庭
で
の
学
習
が
難
し
い
生
徒
が
多
い
の

で
、
放
課
後
と
長
期
休
業
中
は
毎
日
、
自

習
室
を
設
け
て
い
ま
す
。
校
内
に
も
勉
強

で
き
る
環
境
を
設
け
、「
勉
強
す
る
こ
と

が
当
た
り
前
」
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、「
城
東
中
が
変
わ
っ
た
。
問
題

行
動
が
起
き
な
く
な
っ
た
」
と
う
れ
し
い

声
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
荒
れ
が
収
ま
り
、
問
題
が
起
き
な
く

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
良
い
教
育
が
出

来
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
教
師
と
生

徒
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
て
初

め
て
、
良
い
教
育
が
成
り
立
ち
ま
す
。

　

ど
ん
な
生
徒
で
も
学
習
し
、
成
長
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。「
あ
の
生
徒
は
学

習
意
欲
が
な
い
」
と
教
師
が
諦
め
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
生
徒
の
心
に
も
火
を

つ
け
、
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
引
き
出
す

の
が
教
師
の
役
割
で
す
。
生
徒
は
、
筋
道

立
て
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て
も
ら
う
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
時
間
を
掛
け
て
学

べ
ば
、理
解
で
き
る
生
徒
は
多
い
の
で
す
。

　

生
徒
に
親
身
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
生

徒
を
変
え
、
学
校
を
変
え
る
。
ど
ん
な
時

も
生
徒
に
寄
り
添
い
、
生
徒
を
信
じ
る
大

切
さ
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

どんな生徒の心にも火をつけ、
興味・関心・意欲を引き出す
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文
部
科
学
省
「
平
成
25
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、

家
庭
で
授
業
の
復
習
を
す
る
中
学
生
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
学
校
現
場
の
先
生
か
ら
は

「
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
生
徒
を
育
て
る
の
は
難
し
い
」
と
い
う
声
は
絶
え
な
い
。

学
校
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
授
業
外
で
も

生
徒
自
身
が
主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

特
集１

人
で
学
べ
る

生
徒
を
育
て
る

◎小学校では授業の中での調べ学習が結構ありまし
たが、中学校ではほとんどありませんでした。週１
回でもあれば、興味の幅が広がったのではないかと
思います。　　　　　　（公立高校２年　黒木水月さん）

◎今振り返ると、中学校の最初で、数学の基礎をもっ
と頑張っておけば、ここまで数学が苦手にはならな
かったのではないかと思います。また、授業でもっ
と教養を教えてほしかったと思います。　

（私立高校３年　川原大洋さん）

＊本誌「高校生の声」（P.22～ 23）から抜粋

中学校時代の学習の思い出

［中学版］ 2013  Vol .3
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課
題
整
理１

人
で
学
べ
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か

生
徒
の
学
び
へ
の
向
き
合
い
方
を
、
デ
ー
タ
か
ら
探
る
と
共
に
、

Ｐ
．６
か
ら
紹
介
す
る
学
校
事
例
、
高
校
生
の
声
、
研
究
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
、
そ
の
解
決
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

図１のとおり、家庭学習に取り組む中学生の割合は増加している。しかし、
図２を見ると、授業で分からないことを「自分で調べる」と回答した中
学生は１６% であり、「そのままにしておく」は約９% だった。多くの中
学生は、分からないことを先生に尋ねたり、友だちに聞いたりしている
ようだ。また、図３からは、勉強量を多くしたからといっても、必ずし
も学力向上には結び付いていない実態もあることが分かる。

データに見る中学生の意識

家庭学習の定着が着実に進んでいる図１

生徒 Q.家で、学校の授業の復習をしていますか

２００７年度
２０１３年度

出典／文部科学省「平成25年度　全国学力・学習状況調査　報告書　質問紙調査」（2013）

出典／文部科学省「平成25年度　全国学力・学習状況調査　報告書　質問紙調査」（2013）

0 10 20 30 40 50 60（％）

している どちらかといえば、している
12.7 26.8
17.3 31.5

教師 Q.前年度までに、家庭学習の課題（宿題）を与えましたか

２００７年度
２０１３年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

国語

２００７年度
２０１３年度

数学

よく行った
35.6

どちらかといえば、行った
48.8

47.6

41.0 47.8
52.6 40.2

42.1

授業中、分からないことがあってもそのままの生徒は約９％図２

Q.授業の中で分からないことがあったら、どうすることが多いですか

先生に尋ねる

友達に尋ねる

家の人に尋ねる

自分で調べる

そのままにしておく

0 5040302010 （％）

41.5

7.0

16.0

8.8

その場で 授業が終わってから

11.9 12.9

出典／ベネッセ教育総合研究所「中学１年生の学習と生活に関する調査」（2012）
＊上記の分類は、中学１年生１学期の成績から１年生終了時までの成績変動の自己評価によるもの

勉強量を増やしても必ずしも成績には結び付かない図３

Q.苦手克服のためにどんなことを行いましたか

問題を
たくさん解くなど、
勉強量を増やした

0 5040302010 （％）

＊数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％

■中上位から
　最上位
■中位から上位
■常に中位

■上位から下位
■中位から下位

28.8

26.6

13.6

22.0
10.1
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特集

１人で学べる生徒を育てる

1人で学べる生徒を育てるためには何がポイントとなるか？

課題解決の糸口

各校の取り組みに見るポイント

秋田県大仙市立
西仙北中学校

「生徒に現実的な目標を提示して、まずは毎日机に向かうことを促す」
「生徒の意欲を刺激するような良質の問いを与えられるかがポイント」
「成績下位層の生徒には『これさえやっておけば大丈夫』という安心感を与えること」

学習方略の指導で学習の質を高める

▶P.6

富山県富山市立
速星中学校

「学習の見通しを持たせることで、生徒と教師の信頼関係を強める」
「きちんと取り組めば何か成果につながっていくことが明確な教科ほど、
生徒は主体的に学習に向かっていく」▶P.10

香川県多度津町立
多度津中学校

「Plan-Do-See の流れを生徒に体感させることで、
行き当たりばったりではなく効果的な学習を自分で行えるようにする」
「家庭学習の内容をテストに結び付けることで、自分で学習することの有用感を持たせる」▶P.14

東京都鷹南学園
小・中一貫教育校

「（生徒同士による予想問題作成で）良い予想問題を（生徒自身が）作ると
他の生徒から褒められるので、そのうれしさを主体的学習につなげる」
「教育は人が行うもの、その『人』に地域のさまざまな方が入っていることは、
子どもの学ぶ意欲を支える大きな力になっている」▶P.18

はや　ほし

 た ど つ

 たか みなみ

学習方略の具体的な内容

学習方略は、大きく「情意面の学習方略」と「認知的側面の学習方略」の２
つに分けられる
＊京都教育大・伊藤崇達准教授の示唆を踏まえ、ベネッセ教育総合研究所で作成

情意面
の

学習方略

認知的側面
の

学習方略

●整理方略　…　色ペンできれいに書き込む
●社会的方略　…　友だちと共に勉強したり相談したりする
●めりはり方略　…　遊びと勉強のめりはりをつける
●負担軽減方略　…　得意なところから始める

●リハーサル方略　…　何度も繰り返して覚える
●精緻化方略　…　既知情報と関連させる
●メタ認知的方略　…　自分の間違いから教訓を引き出す
●外的リソース方略　…　図や表を効果的に活用する

▶インタビュー　P.24

１人で学ぶための３つの要素の関係

１人で学ぶためには、目標、動機づけ、学習方略の３つの要素が必要　　
＊京都教育大・伊藤崇達准教授の示唆を踏まえ、ベネッセ教育総合研究所で作成

動機
づけ

学習
方略

目標

　

今
号
は
、
前
号
「
生
徒
の
心
に
火

を
つ
け
る
」
と
同
様
に
、
生
徒
の
主

体
性
の
育
成
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し

た
。

　

各
校
の
取
材
を
通
じ
て
、「
１
人

で
学
べ
る
」
生
徒
の
育
成
は
、
学
校

教
育
の
最
大
の
目
標
で
は
な
い
か
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
．４

の
図
２
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、

授
業
で
分
か
ら
な
い
こ
と
を
、
自
分

で
調
べ
て
解
決
す
る
生
徒
は
２
割
に

達
し
て
い
ま
せ
ん
。多
く
の
生
徒
は
、

先
生
や
友
だ
ち
に
尋
ね
な
が
ら
、
問

題
解
決
を
し
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、

家
庭
学
習
も
、
ま
ず
は
自
分
１
人
で

勉
強
し
て
い
て
も「
１
人
じ
ゃ
な
い
」

と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
を
ど
う

行
う
か
が
、「
１
人
で
学
べ
る
」
生

徒
を
育
成
す
る
た
め
の
鍵
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

同
時
に
、
Ｐ
．４
の
図
３
で
示
し

た
と
お
り
、
勉
強
の
量
を
こ
な
す
だ

け
で
は
、
必
ず
し
も
学
力
向
上
に
結

び
付
き
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
質
の
高
い
勉
強
方
法
を
ど
う

身
に
付
け
る
か
が
、
も
う
１
つ
の
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

情
報
編
集
室
室
長

小
泉
和
義

編
集
部
か
ら
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S c h o o l  D a t a
◎ 2012（平成 24）年に西仙北
西中学校と西仙北東中学校が合
併して開校。「立志　善心　叡智」
を校訓に掲げる。学び合いによる
「つなぐ授業」の実践、表現力の
向上、小中連携などの諸改革に取
り組む。

校長◎佐藤心一先生　

生徒数◎ 207 人　　学級数◎ 9 学級（うち特別支援学級２）

所在地◎〒019-2112　秋田県大仙市刈和野字田中蟻塚 12

TEL◎ 0187-75-2200

URL◎ http://www.edu.city.daisen.akita.jp/~ns-nishisenbokutyu1/

公開研究会◎ 2013 年 11月14日（木）

　

大
仙
市
立
西
仙
北
中
学
校
は
、
２
０
１
２
年
度
、

市
内
の
近
隣
２
校
が
統
合
し
て
開
校
し
た
学
校
だ
。

緑
豊
か
な
田
園
地
帯
に
囲
ま
れ
た
丘
陵
上
に
立
地

し
、
落
ち
着
い
た
学
習
環
境
の
中
で
「
学
び
合
い　

支
え
合
い　

高
め
合
い
」
を
目
標
と
し
て
、
生
徒
は

切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。

　

生
徒
は
総
じ
て
素
直
で
、
話
を
聞
く
姿
勢
も
身
に

付
い
て
お
り
、
学
力
に
か
か
わ
ら
ず
真
面
目
に
授
業

に
取
り
組
む
。
13
年
度
に
入
り
、
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら

さ
な
い「
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
」を
実
践
し
て
お
り
、生
徒

は
、
８
時
20
分
に
は
担
任
が
来
な
く
て
も
朝
読
書
を

始
め
、授
業
開
始
時
刻
に
は
着
席
し
て
教
師
を
待
つ
。

　

地
域
に
塾
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
塾
に
通
う
生

徒
は
１
学
年
に
数
人
だ
。
ま
た
、
保
護
者
は
学
校
の

教
育
活
動
に
協
力
的
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
部
活
動
の

支
援
、
校
内
の
奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。

　

生
徒
は
、
基
礎
・
基
本
に
は
き
ち
ん
と
取
り
組
む

が
、
応
用
的
な
問
題
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い

と
い
う
。
家
で
全
く
机
に
向
か
わ
な
い
と
い
う
生
徒

は
い
な
い
が
、
２
時
間
以
上
学
習
す
る
生
徒
の
割
合

が
少
な
く
、
平
日
の
家
庭
学
習
時
間
は
県
平
均
よ
り

も
少
な
い
。

　

学
力
面
で
は
、
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
の
Ｂ
問
題
の
正
答
率
が
県
平
均
を
上
回

る
一
方
、
基
礎
的
・
反
復
的
な
内
容
を
問
う
Ａ
問
題

の
正
答
率
が
低
い
と
い
う
。
考
え
る
力
や
判
断
力
は

育
っ
て
い
る
も
の
の
、漢
字
や
計
算
問
題
な
ど
基
礎
・

基
本
の
定
着
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
る
た
め
に
、同
校
で
は
、

学
年
ご
と
に
最
低
限
取
り
組
む
べ
き
学
習
時
間
と
分

「
１
人
勉
強
ノ
ー
ト
」で
、自
分
で

考
え
て
学
習
す
る
習
慣
を
付
け
る

秋
田
県

大
仙
市
立
西
仙
北
中
学
校

文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
県
の
平
均
が
全
国
上
位
の
結
果
を
収
め
続
け
る
秋
田
県
。

そ
の
東
南
部
に
位
置
す
る
大
仙
市
立
西
仙
北
中
学
校
で
は
、
県
平
均
よ
り
も
学
習
時
間
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
。

「
１
人
勉
強
ノ
ー
ト
」
や
成
績
層
に
応
じ
た
指
導
で
、
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
解
決
で
き
る
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

学
校
事
例

1
授
業
態
度
は
良
い
が

家
庭
学
習
時
間
の
少
な
さ
が
課
題

◉
背
景

内
容
は
任
せ
て
、毎
日
、

自
分
で
考
え
て
取
り
組
ま
せ
る

◉
家
庭
学
習
指
導
の
工
夫
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特集

１人で学べる生徒を育てる

量
を
設
定
し
て
い
る
。
１
年
生
は
80
分
、
２
年
生
は

90
分
、３
年
生
は
１
０
０
分
だ
。
佐
藤
心
一
校
長
は
、

こ
の
時
間
の
目
標
に
つ
い
て
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
家
庭
学
習
時
間
の
目
標
を
２
時
間
以
上
に
し
て

も
、
生
徒
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
実
行
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
３
年
生
で
も
１
０
０
分
で

あ
れ
ば
、
学
習
が
苦
手
な
生
徒
も
出
来
る
と
思
え
る

は
ず
。生
徒
に
と
っ
て
現
実
的
な
目
標
を
提
示
し
て
、

ま
ず
は
毎
日
、机
に
向
か
う
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
」

　

同
校
の
家
庭
学
習
指
導
の
特
徴
の
１
つ
は
、「
１

人
勉
強
ノ
ー
ト
」
の
活
用
だ
。
宿
題
以
外
に
、
生
徒

が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
学
習
内
容
を
決
め
て
取
り
組
む

と
い
う
も
の
で
、
規
定
の
分
量
は
、
１
年
生
が
Ａ
４

判
で
１
ペ
ー
ジ
分
、
２
年
生
は
Ｂ
５
判
で
２
ペ
ー
ジ

分
、
３
年
生
は
Ｂ
５
判
で
１
ペ
ー
ジ
以
上
で
、
自
分

の
課
題
に
応
じ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ノ
ー
ト
は
毎
朝
、
担
任
に
提
出
。
担
任
は
ア
ド
バ
イ

ス
や
励
ま
し
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
、
放
課
後

ま
で
に
返
却
す
る
。

　

学
習
内
容
は
生
徒
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
。
そ
の

日
の
授
業
で
学
ん
だ
内
容
を
「
１
人
勉
強
ノ
ー
ト
」

に
改
め
て
ま
と
め
直
す
生
徒
も
い
れ
ば
、
大
き
な
文

字
で
漢
字
を
数
個
書
く
だ
け
の
生
徒
も
い
る
。
そ
れ

ほ
ど
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
内
容
は
問
わ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
い
ち
ば
ん
の
ね
ら
い
は
家
庭
学
習
の
習
慣

化
に
あ
る
か
ら
と
、
２
学
年
担
任
の
佐
々
木
慎
太
朗

先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
が
毎
日
取
り
組
み
、
ノ
ー
ト
を
提
出
す
る

こ
と
自
体
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な
内
容
の

反
復
学
習
で
あ
っ
て
も
、
自
分
で
課
題
を
決
め
て
実

行
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
き

ち
ん
と
定
着
す
れ
ば
、
定
期
考
査
で
少
な
く
と
も
６

割
は
得
点
で
き
ま
す
。
繰
り
返
し
取
り
組
む
、
粘
り

強
さ
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
高
校
入
学
後
の
学
び

に
も
生
き
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

１
年
生
の
あ
る
生
徒
は
、
ノ
ー
ト
に
「
め
あ
て
」

を
書
い
て
か
ら
取
り
組
み
、
最
後
に
そ
の
日
の
学
習

内
容
を
自
分
で
「
評
価
」
し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
め

あ
て
＝
光
合
成
と
呼
吸
の
関
係
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
ま
と
め
る
」「
評
価
＝
Ａ　

分
か
り
や
す
く
ま

と
め
る
こ
と
が
出
来
た
」
な
ど
、
学
習
の
目
標
と
達

成
状
況
を
明
示
し
、
次
の
学
習
に
結
び
付
け
よ
う
と

し
て
い
た
。

　

ま
た
、
７
、
12
月
に
は
「
家
庭
学
習
強
調
週
間
」

を
実
施
し
、２
週
間
分
の
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
て
、

毎
日
、
前
日
に
取
り
組
ん
だ
内
容
と
時
間
を
記
録
さ

せ
る
。

　
「
１
人
勉
強
ノ
ー
ト
」
も
宿
題
も
、
提
出
は
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
提
出
す
る
ま
で
部
活
動
に
は
参

加
さ
せ
な
い
と
い
う
方
針
を
、教
師
全
員
で
共
有
し
、

部
活
動
顧
問
と
も
連
携
し
て
、
最
後
ま
で
や
り
切
ら

せ
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
。
美
術
科
や
家
庭
科
な

ど
の
実
技
教
科
も
同
様
で
あ
る
。

　

宿
題
は
締
め
切
り
を
１
か
月
後
に
す
る
な
ど
、
十

分
に
時
間
を
設
け
て
取
り
組
ま
せ
る
場
合
が
多
い
。

提
出
物
を
忘
れ
が
ち
な
生
徒
は
、
期
限
間
際
に
な
っ

て
取
り
組
み
始
め
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
教
科
担
任

長
期
ス
パ
ン
の
宿
題
で

計
画
の
大
切
さ
を
意
識
さ
せ
る

大
仙
市
立
西
仙
北
中
学
校
校
長

佐
藤
心
一　
さ
と
う
・
し
ん
い
ち  

「
先
生
方
に
は
、
全
て
の
生
徒
が
一
緒
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
、
良
質
の
問
い
を
授
業
で

投
げ
掛
け
て
ほ
し
い
」

大
仙
市
立
西
仙
北
中
学
校

今
野
悦
子　
こ
ん
の
・
え
つ
こ  

研
究
主
任
。
国
語
科
担
当
。「
授
業
で
は
『
知

の
提
供
』
を
心
掛
け
、
も
っ
と
学
び
た
い
と

い
う
生
徒
の
意
欲
を
喚
起
し
た
い
」

大
仙
市
立
西
仙
北
中
学
校

佐
々
木
慎
太
朗　
さ
さ
き
・
し
ん
た
ろ
う  

２
学
年
担
任
。
数
学
科
担
当
。「
自
分
さ
え

良
け
れ
ば
良
い
で
は
な
く
、
互
い
に
高
め
合

う
意
識
を
持
っ
た
生
徒
を
育
て
た
い
」

写真１　３年生の「１人勉強ノート」で優秀なものを壁に貼って公開
する。生徒間で学習方法を共有することで、高め合う意識を喚起する
のもねらいだ
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が
日
頃
か
ら
「
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
か
」
な
ど
と

こ
ま
め
に
声
を
掛
け
る
。

　

宿
題
の
提
出
期
限
に
幅
を
持
た
せ
る
の
は
、
生
徒

が
自
ら
先
を
見
通
し
て
計
画
し
、
物
事
を
進
め
る
力

を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
る
。
研

究
主
任
の
今
野
悦
子
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
も
し
家
で
出
来
な
け
れ
ば
休
み
時
間
を
使
っ
て

で
も
終
わ
ら
せ
る
な
ど
、
自
分
で
進
行
を
管
理
す
る

術
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
す
き
間
の

時
間
を
上
手
に
見
付
け
て
取
り
組
む
生
徒
も
い
れ

ば
、
宿
題
を
た
め
込
ん
で
し
ま
う
生
徒
も
い
ま
す
。

定
期
考
査
や
長
期
休
業
の
前
に
は
、
学
習
計
画
の
指

導
を
徹
底
す
る
な
ど
し
て
、
計
画
的
に
学
び
に
向
か

う
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

主
体
的
に
学
び
に
向
か
わ
せ
る
に
は
、
生
徒
に
自

分
の
力
を
自
覚
さ
せ
、
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。

　

例
え
ば
、数
学
で
は
授
業
の
最
後
の
15
分
を
使
い
、

そ
の
日
の
復
習
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ
、
授
業
の

理
解
度
を
確
認
さ
せ
る
。

　

生
徒
は
ま
ず
、授
業
の
復
習
的
な
内
容
と
な
る「
評

価
問
題
」
に
取
り
組
み
、
そ
の
場
で
答
え
合
わ
せ
を

行
う
。
評
価
問
題
は
授
業
で
扱
っ
た
問
題
の
数
字
を

変
え
た
だ
け
の
基
礎
的
な
問
題
だ
。

　
「
評
価
問
題
が
解
け
な
い
ま
ま
家
に
帰
す
の
は
教

師
と
し
て
責
任
を
感
じ
る
の
で
、
出
来
な
か
っ
た
生

徒
に
は
授
業
が
終
わ
る
ま
で
の
15
分
間
に
、
徹
底
的

に
指
導
し
ま
す
。
生
徒
に
は
少
な
く
と
も
評
価
問
題

が
解
け
れ
ば
よ
い
と
伝
え
、
成
績
下
位
層
の
生
徒
に

『
こ
れ
さ
え
や
っ
て
お
け
ば
大
丈
夫
』
と
い
う
安
心

感
を
与
え
て
い
ま
す
」（
佐
々
木
先
生
）

　

プ
リ
ン
ト
は
成
績
上
位
層
の
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
問
題
」
も
用
意
し
て
お
き
、
時
間
内
に
評
価
問
題

を
解
き
終
え
た
生
徒
は
、
発
展
的
な
問
題
や
次
に
学

ぶ
単
元
の
問
題
に
取
り
組
む
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題
」

は
１
人
で
解
い
て
も
、
周
り
の
生
徒
と
相
談
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
も
よ
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
解
答
も

一
緒
に
渡
し
て
い
る
た
め
、「
ど
う
し
て
こ
う
な
る

の
か
」
と
相
談
し
な
が
ら
意
欲
的
に
問
題
に
取
り
組

む
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　

成
績
上
位
層
は
、
他
の
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

役
割
も
担
う
。「
評
価
問
題
」
が
終
わ
っ
た
生
徒
が

他
の
生
徒
に
教
え
に
い
く
時
は
、
机
の
上
に
自
分
の

ノ
ー
ト
を
広
げ
て
お
き
、ど
の
よ
う
に
「
評
価
問
題
」

や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題
」
を
解
い
た
の
か
を
見
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
お
く
。
計
算
式
の
途
中
に
「
立
式
」

「
有
理
化
」「
素
因
数
分
解
」
な
ど
と
書
い
て
お
け
ば
、

周
り
の
生
徒
は
そ
の
メ
モ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自

分
の
問
題
を
解
き
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
早
く
終

わ
っ
た
生
徒
は
、
遅
れ
て
い
る
生
徒
を
直
接
指
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
ノ
ー
ト
で
他
の
生
徒
も
助

け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
「
分
か
ら
な
い
子
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
明
で

き
て
は
じ
め
て
、
本
当
の
力
が
付
い
た
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。成
績
上
位
層
の
生
徒
に
は
、

聞
か
れ
た
ら
教
え
て
あ
げ
よ
う
、
人
が
見
て
分
か
る

ノ
ー
ト
を
書
こ
う
と
何
度
も
呼
び
掛
け
て
、
皆
で
高

め
合
う
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

（
佐
々
木
先
生
）

　

人
を
助
け
る
こ
と
が
自
分
に
も
返
っ
て
く
る
。
そ

う
し
た
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
び
合
う
集

団
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
同
校
が
課
外
授
業
以
外
で

習
熟
度
別
授
業
を
設
け
な
い
の
は
、
学
び
合
い
か
ら

生
ま
れ
る
刺
激
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
良
い
発
想
が
出
る
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
学

力
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
学
び
合
い
を
通
し
て
、

出
来
る
生
徒
が
他
の
生
徒
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
互
い
に
学
び
合
う
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば
、
学
力

差
は
生
徒
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
良
い
刺
激
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

　

夏
休
み
に
は
課
外
授
業
を
行
う
が
、
学
力
向
上
を

ね
ら
う
以
上
に
、
生
徒
の
意
識
啓
発
を
行
う
意
味
合

い
が
大
き
い
。「
数
時
間
の
学
習
で
す
ぐ
に
学
力
が

上
が
る
と
は
期
待
し
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
実
力
を

自
覚
し
、
も
っ
と
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
も
、
課
外
授
業
の
ね
ら
い

授
業
最
後
の
演
習
問
題
で

そ
の
日
の
理
解
度
を
自
己
採
点

◉
授
業
の
工
夫

成
績
上
位
層
が
け
ん
引
し
て

皆
で
高
め
合
う
意
識
を
醸
成

自
分
で
コ
ー
ス
を
選
び

実
力
を
客
観
視
さ
せ
る

◉
夏
休
み
の
課
外
授
業
の
工
夫
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１人で学べる生徒を育てる

の
１
つ
で
す
」
と
今
野
先
生
は
強
調
す
る
。

　

期
間
は
、
１
・
２
年
生
が
３
日
間
、
３
年
生
は
５

日
間
。
教
科
は
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語

の
５
教
科
で
、
毎
日
３
〜
４
時
間
と
し
て
、
時
間
割

を
組
む
。
内
容
は
教
科
に
よ
っ
て
異
な
り
、
あ
ら
か

じ
め
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
家
で
取
り
組
ま
せ
て
お

い
て
授
業
で
解
説
す
る
教
科
も
あ
れ
ば
、
習
熟
度
別

に
分
け
て
課
題
に
取
り
組
む
教
科
も
あ
る
。

　

３
年
生
の
数
学
を
例
に
見
て
み
よ
う
。数
学
で
は
、

成
績
上
位
層
の
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
」、
中
位
層
の
「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
」、
下
位
層
の
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
の
３

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
る
。ど
の
ク
ラ
ス
を
受
け
る
か
は
、

生
徒
自
身
に
選
ば
せ
る
。１
日
目
は「
ス
ペ
シ
ャ
ル
」、

２
日
目
は
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
い
う
よ
う
に
、
毎

日
ク
ラ
ス
を
変
更
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
自
分
の
学

力
を
客
観
視
し
て
自
覚
し
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
自
己
決
定
さ
せ
る
た
め
だ
。

　
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」「
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
で
は
、
教
師

自
作
の
「
天
下
統
一
プ
リ
ン
ト
」
に
取
り
組
む
。
全

国
の
高
校
入
試
か
ら
計
算
問
題
を
集
め
た
も
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
出
題
パ
タ
ー
ン
に
出
来
る
だ
け
多
く
取

り
組
ま
せ
て
、
入
試
問
題
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
す
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
問
題
の
進
め
方
。

茨
城
県
の
入
試
問
題
が
解
け
た
ら
、
白
地
図
の
茨
城

県
の
部
分
を
塗
り
つ
ぶ
す
。
正
解
す
る
度
に
白
地
図

に
色
を
塗
り
、
全
て
の
都
道
府
県
を
塗
り
終
わ
っ
た

ら
、
晴
れ
て
「
天
下
統
一
」
が
成
る
。
1
問
ず
つ
着

実
に
取
り
組
ま
せ
る
と
共
に
、
全
て
塗
り
つ
ぶ
せ
ば

「
出
来
た
」と
い
う
達
成
感
も
味
わ
え
る
。「
ベ
ー
シ
ッ

ク
」
の
ク
ラ
ス
に
は
、
10
人
程
の
受
講
生
に
対
し
、

教
師
が
２
人
付
き
、
手
厚
い
指
導
で
課
題
を
や
り
遂

げ
さ
せ
る
。

　

一
方
、「
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
で
は
、
よ
り
レ
ベ
ル
の

高
い
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
み
、
一
斉
授
業
の
形
式
で

解
説
す
る
。
難
易
度
の
高
い
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
で
弱
点
を
自
覚
さ
せ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

喚
起
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
１
人
勉
強
ノ
ー
ト
」
や
「
家
庭
学
習
強
調
週
間
」

の
導
入
に
よ
り
、
家
庭
学
習
時
間
は
順
調
に
増
加
し

て
い
る
。
特
に
、２
年
生
後
期
の
平
均
学
習
時
間
は
、

12
年
度
７
月
で
67
・
１
分
だ
っ
た
が
、
同
12
月
調

査
で
は
１
１
９
・
５
分
と
大
幅
に
増
え
、
２
時
間
以

上
学
習
す
る
生
徒
の
割
合
は
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
に

な
っ
た
。

　

普
段
の
学
習
の
様
子
に
も
変
化
が
表
れ
て
い
る
。

２
年
生
以
上
で
は
、
自
分
か
ら
「
プ
リ
ン
ト
を
く
だ

さ
い
」
と
苦
手
教
科
の
教
師
に
申
し
出
る
生
徒
が
増

え
た
。
自
分
で
弱
点
を
把
握
し
、
克
服
し
よ
う
と
す

る
意
識
が
芽
生
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
は
「
い
か
に
生
徒
に
目
的
意
識
を
持

た
せ
ら
れ
る
か
に
あ
る
」
と
今
野
先
生
は
述
べ
る
。

　
「
生
徒
が
自
ら
学
び
に
向
か
う
か
ど
う
か
は
、
最

終
的
に
そ
の
生
徒
の
目
的
意
識
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。『
あ
の
高
校
に
行
き
た
い
』『
こ
う
い
う
仕
事
に

就
き
た
い
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
学
習
し
よ
う
と

い
う
動
機
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
夢
や
目
標

を
持
っ
て
い
る
生
徒
が
県
平
均
よ
り
少
な
い
の
が
、

本
校
の
実
情
で
す
。
将
来
の
夢
を
持
ち
、
よ
り
高
い

目
標
に
挑
戦
し
て
い
け
る
生
徒
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
、
結
果
的
に
生
徒
の
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
」

　

も
う
１
つ
の
課
題
は
、
学
び
そ
の
も
の
を
楽
し
む

気
持
ち
を
育
む
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
生
徒
の
意
欲
を
刺
激
す
る
よ
う
な
、
良
質
の
問

い
を
与
え
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
今
後
も
授
業
改
善
を
積
み
重
ね
、
生
徒
が

意
欲
的
に
学
び
合
う
姿
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」（
佐
藤
校
長
）

学
ぶ
こ
と
そ
の
も
の
を

楽
し
む
意
識
を
育
て
た
い

◉
成
果
と
課
題

写真２　夏休み課外授業の「ベーシック」クラスの様子。普段の授業で高
校の入試問題に取り組むのは時間的に難しいため、夏休みを利用して良問
に挑戦し、力を高めていく
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S c h o o l  D a t a
◎1947（昭和 22）年開校。「正大
　明朗　誠実」を校訓に、「信じあ
う心」と「志をもち、よりよく
生きる生徒が育つ学校」を目指
す。50年以上にわたり無人販売、
無監督テストを実施し「信じあ
う学校」づくりに努めている。

校長◎清水賢先生　
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TEL◎ 076-466-2125

URL◎ http://swa.toyama-city-ed.jp/hayahoshi-j

公開研究会◎未定

　

富
山
市
立
速
星
中
学
校
で
定
期
考
査
に
テ
ス
ト
監

督
が
い
な
い
「
無
監
督
テ
ス
ト
」
が
始
ま
っ
た
の
は
、

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
の
こ
と
。「
教
師
が
生
徒

に
信
頼
さ
れ
る
に
は
、
ま
ず
教
師
が
生
徒
を
信
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

│
そ
う
考
え
た
当
時
の
室
林

弥
一
校
長
に
よ
っ
て
、
そ
の
前
年
の
職
員
会
議
で
提

案
さ
れ
た
が
、
教
職
員
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
り
、

そ
の
年
は
実
施
が
見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、
室
林
校

長
は
諦
め
ず
、１
年
間
購
買
部
の
無
人
販
売
を
行
い
、

数
回
に
わ
た
っ
て
無
監
督
テ
ス
ト
を
試
行
し
、
不
正

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
教
職

員
の
同
意
を
得
て
正
式
に
始
め
た
。
以
来
、
50
数
年

に
わ
た
っ
て
、「
信
じ
あ
う
心
」
は
同
校
の
教
育
の

根
幹
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
２
年
度
に
は
、
傘
の
貸
し
出
し
や
ノ
ー

チ
ャ
イ
ム
デ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
が
加
わ
っ
た
。
当

初
は
、
生
徒
と
教
師
が
信
じ
合
う
こ
と
で
、
居
心
地

の
良
い
学
校
を
つ
く
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
今
は

そ
れ
よ
り
一
歩
進
み
、
人
が
見
て
い
て
も
い
な
く
て

も
、
自
ら
正
し
く
判
断
し
て
行
動
で
き
る
人
を
育
て

た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
、
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
清
水
賢
校
長
は
語
る
。

　
「
誰
も
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
正
し
い
行
い
を
す

る
に
は
心
を
磨
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
生

徒
の
自
主
自
律
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

生
徒
自
身
が
主
体
的
に
考
え
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
教
師
の
願
い
が
、「
信
じ
あ

う
心
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

他
校
か
ら
異
動
し
て
き
た
教
師
に
と
っ
て
も
無
監

督
テ
ス
ト
は
驚
き
で
あ
る
。
13
年
度
に
赴
任
し
た
１

学
年
担
任
の
窪
喜
妙
子
先
生
は
、
同
校
で
初
め
て
の

「
無
監
督
テ
ス
ト
」を
実
施
。

信
頼
関
係
を
土
台
に
主
体
性
を
育
む

富
山
県

富
山
市
立
速は

や

星ほ

し

中
学
校

富
山
市
立
速
星
中
学
校
は
、
50
年
以
上
前
か
ら
、
全
国
で
も
珍
し
い
「
無
監
督
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。

「
信
じ
あ
う
心
」
を
土
台
に
し
た
生
徒
と
教
師
の
信
頼
関
係
が
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

生
徒
を
大
人
扱
い
し
、
努
力
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
前
向
き
に
学
習
に
取
り
組
む
意
識
を
醸
成
し
て
い
る
。

学
校
事
例

2
「
信
じ
あ
う
心
」を
土
台
に

始
ま
っ
た
「
無
監
督
テ
ス
ト
」

◉
背
景

学
校
生
活
を
通
し
て
築
か
れ
て
い
く

生
徒
と
教
師
の
信
頼
関
係

◉
無
監
督
テ
ス
ト
の
意
味
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１人で学べる生徒を育てる

定
期
考
査
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
問
題
用
紙
を
配
っ
て
教
室
を
出
て
も
、
な
か
な

か
立
ち
去
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
ス
ト

は
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
」

　
「
信
じ
あ
う
心
」
の
実
践
は
、
教
師
に
も
大
き
な

意
識
の
転
換
を
迫
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
徒
が
い
る
以
上
、
常
に
う
ま
く
い
く
わ
け

で
は
な
い
。
清
水
校
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
か
つ
て
担
任
と
し
て
本
校
に
勤
め
て
い
た
時
に

は
、
生
徒
の
カ
ン
ニ
ン
グ
が
発
覚
し
、
テ
ス
ト
を
や

り
直
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
さ
ま
ざ
ま

な
噂
を
聞
い
て
不
安
を
感
じ
、
テ
ス
ト
監
督
を
付
け

て
ほ
し
い
と
い
う
保
護
者
が
い
ま
す
。
し
か
し
、『
信

じ
あ
う
心
』
は
本
校
の
伝
統
で
あ
り
、
そ
の
精
神
を

伝
え
る
こ
と
が
我
々
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
」

　

こ
こ
数
年
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
不
正
は
な
い

が
、あ
っ
た
場
合
は
、全
校
集
会
で
呼
び
掛
け
た
り
校

内
放
送
で
伝
え
た
り
し
て
、
生
徒
に
極
力
事
実
を
公

表
す
る
。
特
定
の
生
徒
を
罰
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ

の
中
で
、
校
長
や
学
年
主
任
、
ク
ラ
ス
担
任
が
改
め

て
無
監
督
テ
ス
ト
の
意
義
や
信
頼
関
係
の
大
切
さ
を

説
き
、
二
度
と
不
正
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
呼
び
掛

け
る
。３
学
年
担
任
の
高
田
秀
二
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
３
年
生
に
な
り
高
校
入
試
対
策
が
始
ま
る
と
、

一
部
の
テ
ス
ト
で
監
督
が
付
き
ま
す
が
、
生
徒
か

ら
『
な
ぜ
今
頃
に
な
っ
て
、監
督
を
す
る
の
で
す
か
』

と
い
う
声
が
上
が
り
ま
す
。『
最
後
ま
で
自
分
た
ち

に
任
せ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
生
徒
の
真
摯
な
気
持
ち

を
感
じ
ま
す
」

　

テ
ス
ト
中
の
様
子
は
、
テ
ス
ト
後
、
生
徒
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
確
認
す
る
。「
問
題
に
間
違
い
が

あ
る
と
困
る
の
で
、
巡
回
を
早
く
し
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
内
容
が
あ
る
程
度
で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も

な
く
て
よ
い
と
い
う
生
徒
の
声
も
多
い
。

　

生
徒
は
こ
の
制
度
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。１
年
生
の
岡
田
奈
々
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
入
学
し
て
最
初
の
テ
ス
ト
の
時
は
、
誰
か
が
カ

ン
ニ
ン
グ
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
心
配
で

し
た
。
で
も
、
テ
ス
ト
が
始
ま
る
と
、
教
室
は
静
か

で
緊
張
感
が
あ
っ
て
、
思
っ
た
以
上
に
問
題
に
集
中

で
き
ま
し
た
。
今
は
、
宿
泊
学
習
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
を
経
験
し
て
ク
ラ
ス
の
絆
を
深
め
て
き
た
の

で
、
テ
ス
ト
中
に
不
正
を
す
る
人
は
い
な
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

３
年
生
の
池
田
瑛え

里り

奈な

さ
ん
が
感
じ
て
い
る
の
は

「
伝
統
の
重
み
」
だ
。

　
「
学
校
の
歴
史
を
知
る
集
会
で
、
先
生
方
の
反
対

意
見
も
あ
る
中
で
無
監
督
テ
ス
ト
が
始
ま
っ
た
こ

と
、『
信
じ
あ
う
心
』
に
込
め
ら
れ
た
先
生
方
の
思

い
を
知
り
、
自
分
た
ち
も
先
輩
た
ち
が
受
け
継
い
で

き
た
伝
統
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
３
年
生
に
な
る
と
、
先
生
が
い
な
く
て
当
た
り

前
に
な
る
の
で
、
誰
か
が
カ
ン
ニ
ン
グ
す
る
よ
う
な

雰
囲
気
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。周
り
が
静
か
な
の
で
、

「
伝
統
を
守
り
た
い
」

そ
の
思
い
が
自
分
を
律
す
る

富
山
市
立
速
星
中
学
校
校
長

清
水
賢　
し
み
ず
・
ま
さ
る  

「
心
を
磨
い
て
自
主
自
律
が
出
来
る
生
徒
を

育
て
た
い
」

富
山
市
立
速
星
中
学
校

福
村
寿
太
郎　
ふ
く
む
ら
・
じ
ゅ
た
ろ
う  

教
務
主
任
。
理
科
担
当
。「
生
徒
の
学
力
層

に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導
を
目
指
し
て

い
き
た
い
」

富
山
市
立
速
星
中
学
校

高
田
秀
二　
た
か
た
・
し
ゅ
う
じ  

３
学
年
担
任
。
国
語
科
担
当
。「
生
徒
た
ち

に
必
要
な
学
習
内
容
を
精
選
し
、
分
か
り

や
す
く
提
示
し
た
い
」

富
山
市
立
速
星
中
学
校

窪
喜
妙
子　
く
ぼ
き
・
た
え
こ  

１
学
年
担
任
。
国
語
科
担
当
。「
生
徒
の
努

力
を
き
ち
ん
と
評
価
し
て
、
意
欲
を
継
続

で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
」

写真　試験中は、教科担任が各教室を巡回し、出題内容に
間違いがないかどうかを確認するのみ。それ以外に教師が
試験中の様子を見回ることはない
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自
分
も
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

学
校
の
伝
統
を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
が
、
生
徒

に
良
い
意
味
で
の
緊
張
感
を
も
た
ら
し
、
自
身
を
律

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
さ
せ
る
よ
う
だ
。

　
「
入
学
当
初
か
ら
信
頼
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
無
監
督
テ
ス
ト
や
日
々
の
授
業
、
行
事

な
ど
を
通
し
て
、学
校
の
歴
史
を
学
び
、ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
の
団
結
を
強
め
て
い
く
中
で
、
信
じ
合
う
心
が

芽
生
え
、
自
分
た
ち
を
律
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
が
出
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
高
田
先
生
）

　
「
信
じ
あ
う
心
」
を
教
育
の
基
盤
に
据
え
る
同
校

だ
が
、「
生
徒
を
信
じ
て
任
せ
る
こ
と
と
放
任
は
違

う
」と
教
務
主
任
の
福
村
寿
太
郎
先
生
は
強
調
す
る
。

　
「
生
徒
の
学
力
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
自
分
で
課
題

を
見
付
け
て
取
り
組
む
生
徒
が
い
る
一
方
で
、
学
習

の
仕
方
を
分
か
っ
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
将
来

の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
希
望
す
る

高
校
へ
進
む
た
め
に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
と
い
う
こ
と
は
、
教
師
が
し
っ
か
り
道
筋
を
示
し

て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
学
習
の

見
通
し
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
と
教
師
の
信
頼

関
係
は
更
に
強
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
」

　

自
律
的
な
学
習
を
促
す
場
合
も
、
ま
ず
は
家
庭
学

習
の
方
法
や
時
間
の
目
安
な
ど
を
教
え
る
。

　

同
校
は
13
年
度
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
１
つ
に
、
家
庭
学

習
時
間
の
増
加
を
掲
げ
て
い
る
。

家
庭
学
習
時
間
の
目
安
を
「
50

分
＋
学
年
×
10
分
」（
１
年
生
60

分
、２
年
生
70
分
、３
年
生
80
分
）

と
し
て
い
る
が
、
前
年
度
、
そ

れ
を
実
行
で
き
た
生
徒
の
割
合

は
50
・
６
％
と
全
体
の
半
数
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
学

校
で
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
生
徒
は
多
い
も
の

の
、
家
庭
学
習
に
対
す
る
意
識

は
高
く
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

毎
日
「
学
習
記
録
」（
図
）
に
前

日
に
学
習
し
た
内
容
と
時
間
を

記
入
し
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
集
計

し
、毎
月
、達
成
状
況
を
確
認
し
、

学
校
内
外
に
公
表
し
て
い
る
。

　
「『
他
ク
ラ
ス
も
頑
張
っ
て
い

る
』『
友
だ
ち
は
自
分
よ
り
も
学

習
時
間
が
多
い
』
な
ど
と
気
付

き
、
自
分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
刺
激
を

受
け
ら
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
福
村
先
生
）

　

生
徒
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
気
持
ち
を
育
も
う

と
、
家
庭
学
習
の
方
法
を
共
有
す
る
取
り
組
み
も
行

う
。
例
え
ば
、
全
校
集
会
で
は
、
各
学
年
の
代
表
者

が
、
自
分
が
ど
の
よ
う
に
家
で
学
習
し
て
い
る
か
を

発
表
し
、
生
徒
全
員
に
感
想
を
書
か
せ
て
い
る
。

　
「
家
で
の
学
習
方
法
が
分
か
ら
な
い
生
徒
の
参
考

と
な
る
よ
う
に
始
め
ま
し
た
。
発
表
し
た
生
徒
の
方

法
が
ベ
ス
ト
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
性
格

や
学
習
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
も
の
を
取
り
入
れ
て
、

目
標
へ
の
道
筋
を
示
し

達
成
に
向
け
た
意
欲
を
喚
起

◉
家
庭
学
習
指
導
の
工
夫

学
習
計
画
で
生
徒
の
変
化
を
見
て

個
別
に
声
を
掛
け
る

図 「学習記録」の記入例（１年生）

宿題は赤、自主学習は青、学習塾は緑などと学習時間を内容によって色分けして塗る。自分がどんな勉強に、どれ
だけ取り組んだのか、また取り組まなかったのかがひと目で分かり、振り返られる　    ＊同校の資料をそのまま掲載
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特集

１人で学べる生徒を育てる

そ
れ
が
う
ま
く
い
け
ば
続
け
て
み
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
福
村

先
生
）

　

生
徒
個
々
の
計
画
力
に
応
じ
た
指
導
も
行
う
。

　
「
学
習
内
容
ま
で
き
ち
ん
と
書
け
る
生
徒
も
い
れ

ば
、
計
画
を
立
て
ら
れ
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
学

習
時
間
と
就
寝
時
間
は
必
ず
書
か
せ
る
よ
う
に
指
導

し
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
リ
ズ
ム
を
見
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
」（
窪
喜
先
生
）

　

生
徒
の
生
活
態
度
や
意
識
の
変
化
な
ど
、
生
徒
の

様
子
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
際
に
も
学
習
計
画
は
有

効
だ
と
高
田
先
生
は
話
す
。

　
「
家
庭
学
習
は
継
続
が
大
事
で
す
の
で
、
学
習
内

容
よ
り
も
学
習
時
間
が
極
端
に
減
っ
た
生
徒
に
注
意

を
払
い
ま
す
。
定
期
考
査
後
に
極
端
に
学
習
時
間
が

減
っ
た
生
徒
に
は
『
今
が
頑
張
り
時
だ
よ
』
と
励
ま

し
た
り
、
部
活
動
で
疲
れ
て
い
る
生
徒
に
は
『
大
丈

夫
か
』
と
声
を
掛
け
た
り
し
ま
す
。
見
守
ら
れ
て
い

る
と
い
う
安
心
感
が
、
意
欲
を
高
め
る
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

特
に
、
成
績
下
位
層
が
家
庭
学
習
を
続
け
る
た
め

に
は
、「
や
っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
満
足
感
や
「
自

分
に
も
出
来
た
」
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
、
学

習
意
欲
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
大
切
だ
と
捉
え
る
。

　
「
多
く
の
生
徒
が
積
極
的
に
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
教
科
は
、
教
師
の
受
け
止
め
方
が
上
手
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、３
年
生
の
英
語
の
先
生
は
、

授
業
の
最
初
に
生
徒
の
家
庭
学
習
の
内
容
を
一
人
ひ

と
り
記
録
し
、
意
欲
・
関
心
の
評
価
に
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。
生
徒
は
自
分
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た

と
感
じ
、
そ
の
積
み
重
ね
で
教
師
と
の
信
頼
関
係
が

深
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
高
田
先
生
）

　

国
語
や
英
語
で
は
、
予
習
に
課
し
た
語
句
の
意
味

を
授
業
中
に
質
問
し
、
き
ち
ん
と
予
習
に
取
り
組
ん

で
き
た
生
徒
が
手
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
や
っ
て
き
た
こ
と
が
確
実
に
評
価
さ
れ
る
、
き

ち
ん
と
取
り
組
め
ば
何
か
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
が
明
確
な
教
科
ほ
ど
、
生
徒
は
主
体
的
に
学
習

に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
。

　

ま
た
、
教
科
に
よ
っ
て
は
、
定
期
考
査
前
の
放
課

後
に
個
別
指
導
を
行
う
質
問
教
室
を
開
い
て
い
る
。

　
「
学
力
に
不
安
の
あ
る
生
徒
に
声
を
掛
け
、
放
課

後
に
集
め
て
、
質
問
に
答
え
る
形
で
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
先
生
が
見
守
っ
て
い
る
、
少
人
数
で
学
習
を

見
て
も
ら
え
る
と
分
か
れ
ば
、
生
徒
は
安
心
し
て
学

習
に
向
か
え
ま
す
。
そ
う
し
て
、
自
分
に
も
出
来
た

と
い
う
達
成
感
を
味
わ
い
、
次
の
意
欲
に
結
び
付
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
窪
喜
先
生
）

　

１
年
生
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
「
信
じ
あ
う
心
」

の
精
神
が
、
皆
で
高
め
合
お
う
と
す
る
意
識
を
つ
く

り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
学
習
の
際
、

メ
モ
を
読
み
上
げ
る
、
発
表
の
際
に
は
板
書
を
す
る

な
ど
、
全
員
に
役
割
を
分
担
し
て
も
ら
い
、
参
加
を

促
す
よ
う
に
す
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
教

師
が
連
携
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
皆
に
見

せ
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
「
３
年
生
に
な
る
と
、
生
徒
た
ち
は
学
習
が
苦
手

な
生
徒
の
発
言
も
取
り
入
れ
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
学
習

を
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
授
業
に
皆
が
参
加
し

て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
生
徒
の
温
か
い
思
い
や
り

に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」（
高
田

先
生
）

　

今
後
の
課
題
は
、
成
績
中
位
層
の
意
欲
の
引
き
上

げ
に
あ
る
と
、
高
田
先
生
は
話
す
。

　
「
集
団
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
中
間
層
の
生

徒
ほ
ど
、
何
か
変
わ
る
き
っ
か
け
を
求
め
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
彼
ら
が
一
皮
む
け
て
大
き
く
成
長
す
る

た
め
に
は
、
教
師
が
全
て
お
膳
立
て
を
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
で
食
ら
い
つ
い
て
壁
を
乗
り
越
え
る
経

験
が
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
意
欲
を
高
め
る
た

め
の
指
導
の
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

清
水
校
長
は
学
校
の
組
織
力
の
向
上
を
指
摘
す
る
。

　
「
部
活
動
を
終
え
て
帰
宅
す
れ
ば
、
家
庭
学
習
か

ら
逃
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ス

モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
達
成
感
を
味
わ
え
る
よ
う
な
工

夫
を
、
家
庭
学
習
に
も
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
土
台
に
あ
る
『
信
じ
あ
う
心
』

を
育
て
る
教
育
を
、
学
校
全
体
が
組
織
的
・
計
画
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
１
人
で
学
べ
る
生
徒
を
育
む

た
め
に
必
要
だ
と
考
え
ま
す
」（
清
水
校
長
）

中
間
層
の
意
欲
を

高
め
る
こ
と
が
課
題

◉
成
果
と
課
題

自
分
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

自
己
肯
定
感
が
学
ぶ
意
欲
に
な
る
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公開研究会◎未定

　

多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校
は
、
町
唯
一
の
公
立

中
学
校
だ
。
同
校
が
２
０
１
２
年
度
に
「
家
庭
学
習

の
習
慣
化
の
確
立
」
を
目
標
と
し
た
取
り
組
み
に
着

手
し
た
背
景
に
は
、
学
力
の
二
極
化
と
学
習
意
欲
の

低
さ
に
対
す
る
危
機
感
が
あ
っ
た
。

　

11
年
度
の
県
の
学
習
状
況
調
査
の
結
果
で
、「
家

で
学
校
の
宿
題
を
し
て
い
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
、

「
し
て
い
る
」
と
答
え
た
生
徒
が
県
平
均
を
上
回
る

一
方
、「
全
然
し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
の
割

合
も
県
平
均
よ
り
高
か
っ
た
。
12
年
度
の
文
部
科
学

省
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
で
は
、
無
解
答

率
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
た
。

　

加
え
て
、
数
年
前
か
ら
生
徒
指
導
上
の
課
題
が
山

積
し
て
い
た
。
新
名
勝
校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
な
い
生
徒

が
お
り
、
授
業
中
に
立
ち
歩
く
な
ど
の
問
題
行
動
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
や
保
護
者
か
ら
は
必
ず
し
も

信
頼
を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
校
区
内
の
小
学
校
か

ら
の
入
学
者
が
減
少
す
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。
従
来
か
ら
力
を
入
れ
て
き
た
生
徒
指
導
に
加
え

て
、
学
習
指
導
面
か
ら
の
働
き
掛
け
も
強
め
る
こ
と

で
、
落
ち
着
い
た
校
風
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
し
た
」

　

取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
家
庭
学
習
の
方
法

を
教
え
る
、
②
家
庭
学
習
の
必
要
感
・
有
用
感
を
高

め
る
、
③
家
庭
学
習
に
取
り
組
む
環
境
を
つ
く
る
、

の
３
つ
だ
。

　
「
学
力
の
二
極
化
の
根
本
に
は
、
学
習
へ
の
意
識

の
二
極
化
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は

学
力
の
向
上
が
目
的
で
す
が
、
す
ぐ
に
成
果
が
上
が

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
家
庭
学
習
習

慣
の
定
着
を
切
り
口
と
し
て
、
コ
ツ
コ
ツ
と
学
習
に

取
り
組
め
る
生
徒
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ

り
、
生
徒
指
導
上
の
課
題
解
決
に
も
結
び
付
く
と
考

え
ま
し
た
」（
新
名
校
長
）

毎
週
の
小
テ
ス
ト
、毎
日
の
学
習
計
画

立
案
で
、
家
で
の
学
習
を
意
識
化

香
川
県

多た

度ど

津つ

町
立
多
度
津
中
学
校

多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
二
極
化
を
課
題
と
捉
え
、「
家
庭
学
習
の
習
慣
化
」
を

目
標
と
し
た
改
革
に
取
り
組
む
。「
自
学
タ
イ
ム
」「
自
主
学
習
ノ
ー
ト
強
調
週
間
」
な
ど
、

家
庭
学
習
の
効
用
を
感
じ
さ
せ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
学
力
層
で
自
主
学
習
の
習
慣
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

学
校
事
例

3
最
大
の
課
題
は

学
習
意
欲
の
二
極
化

◉
背
景
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特集

１人で学べる生徒を育てる

　

学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
な
い
生
徒
に
ま
ず
必

要
な
の
は
、
家
で
ど
の
よ
う
な
学
習
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
見
通
し
を
持
た
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
う

考
え
た
同
校
は
、
放
課
後
に
10
分
間
の
「
自
学
タ
イ

ム
」
を
設
け
た
。
帰
宅
後
に
何
を
学
習
す
る
の
か
、

学
校
で
あ
ら
か
じ
め
計
画
を
立
て
る
の
だ
。

　

計
画
で
は
、
Ｂ
５
判
の
用
紙
に
11
日
分
の
枠
を
設

け
た「
今
日
の
学
習
計
画
」を
使
用
す
る（
Ｐ
．16
図
）。

枠
を
縦
２
列
に
分
け
、
右
の
枠
に
は
宿
題
な
ど
「
ク

ラ
ス
共
通
の
学
習
」
を
、
左
の
枠
に
は
予
習
・
復
習

や
自
主
学
習
ノ
ー
ト
な
ど
「
自
分
で
内
容
を
決
め
る

学
習
」
を
書
き
込
む
。
書
い
た
内
容
は
終
わ
っ
た
ら

線
を
引
き
、
消
し
て
い
く
こ
と
で
達
成
感
を
味
わ
え

る
よ
う
に
し
た
。
現
職
教
育
主
任
の
山
田
真
也
先
生

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｄ
Ｏ
、
Ｓ
Ｅ
Ｅ
の
流
れ
を
、
生
徒

に
体
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で

は
な
く
、
効
果
的
な
学
習
を
自
分
で
行
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
日
課
に
固
定
さ
せ
た
こ

と
で
、
学
校
全
体
で
取
り
組
む
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ

と
も
出
来
ま
し
た
」

　

計
画
を
立
て
や
す
く
す
る
た
め
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
す
。
計
画
を
自
力
で
は
立

て
ら
れ
な
い
生
徒
の
た
め
に
、
班
ご
と
に
見
せ
合
っ

た
り
、
計
画
表
の
拡
大
版
を
教
室
に
貼
り
、
教
科
係

が
宿
題
を
書
き
込
ん
だ
り
。
３
学
年
担
任
の
矢
野
真

衣
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
宿
題
を
一
覧
表
に
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
宿
題

が
出
た
の
か
忘
れ
が
ち
な
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
担
任

の
私
自
身
も
、
ど
の
教
科
で
宿
題
が
出
て
い
る
の
か

が
ひ
と
目
で
分
か
り
ま
す
。
帰
り
の
会
で
『
明
日
は

○
○
の
提
出
日
だ
ね
』
と
声
を
掛
け
た
り
、
取
り
組

ん
で
こ
な
か
っ
た
生
徒
に
個
別
に
指
導
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
生
徒
に
『
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

い
う
意
識
を
持
た
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
」

　

こ
う
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
家
庭
学
習
の
成
果
を

生
徒
が
実
感
で
き
る
よ
う
、
家
庭
学
習
に
連
動
さ
せ

て
小
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

小
テ
ス
ト
は
週
１
回
。
事
前
に
出
題
範
囲
の
プ
リ

ン
ト
を
配
布
し
て
自
主
学
習
を
促
し
、木
曜
日
に「
プ

レ
テ
ス
ト
」
を
行
い
、
翌
金
曜
日
に
20
問
中
４
問
だ

け
変
え
た
「
本
テ
ス
ト
」
を
実
施
す
る
。
プ
レ
テ
ス

ト
を
完
璧
に
学
習
し
て
お
け
ば
、
合
格
点
の
16
点
が

取
れ
る
た
め
、
家
庭
学
習
が
テ
ス
ト
に
役
立
つ
と
い

う
効
用
感
、
や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
達
成
感
を
味
わ

う
こ
と
が
出
来
る
。
テ
ス
ト
後
は
満
点
者
、
合
格
率

の
結
果
を
ク
ラ
ス
別
に
掲
示
し
、
学
年
全
体
で
競
い

合
う
雰
囲
気
を
つ
く
る
。
満
点
の
生
徒
は
名
前
を
貼

り
出
す
た
め
、そ
れ
を
目
標
に
頑
張
る
生
徒
も
多
い
。

　

小
テ
ス
ト
を
自
主
学
習
ノ
ー
ト
と
関
連
付
け
る
こ

と
で
、
ノ
ー
ト
の
提
出
率
も
上
が
っ
て
い
る
。
同
校

で
は
毎
日
１
ペ
ー
ジ
の
自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
使
っ
た

学
習
を
課
し
て
い
る
が
、
学
習
計
画
が
立
て
ら
れ
な

い
生
徒
に
は
、「
計
画
よ
り
も
、
簡
単
な
こ
と
か
ら

で
も
よ
い
の
で
、
ノ
ー
ト
に
小
テ
ス
ト
用
の
学
習
を

し
て
き
な
さ
い
」
と
言
い
、
自
主
学
習
ノ
ー
ト
の
提

出
を
優
先
さ
せ
る
。
ま
た
、
小
テ
ス
ト
の
不
合
格
者

に
は
放
課
後
に
再
テ
ス
ト
を
行
う
が
、
受
け
ら
れ
な

帰
宅
後
に
学
習
す
る
内
容
を

学
校
で
考
え
さ
せ
る

◉
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
の
工
夫

金
曜
の
小
テ
ス
ト
の
内
容
を

事
前
に
伝
え
、
家
庭
学
習
を
促
す

◉
家
庭
学
習
と
テ
ス
ト
の
連
動

多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校
校
長

新
名
勝　
し
ん
み
ょ
う
・
ま
さ
る  

「
小
さ
な
こ
と
で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
め

る
生
徒
を
育
て
た
い
」

多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

細
川
仁
美　
ほ
そ
か
わ
・
ひ
と
み  

２
学
年
担
任
。
家
庭
科
主
任
。「
生
徒
と
同

じ
目
線
に
立
っ
て
、『
諦
め
な
い
指
導
』
を

地
道
に
追
求
し
て
い
き
た
い
」

多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

山
田
真
也　
や
ま
だ
・
し
ん
や  

現
職
教
育
主
任
。
数
学
科
主
任
。「
学
習
に

限
ら
ず
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
、

日
々
の
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
」

多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

矢
野
真
衣　
や
の
・
ま
い  

３
学
年
担
任
。
保
健
・
体
育
科
担
当
。「
生

徒
一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、

自
立
し
た
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
」

多
度
津
町
立
多
度
津
中
学
校

川
本
生
積　
か
わ
も
と
・
い
づ
み  

１
学
年
担
任
。
数
学
科
担
当
。「
当
た
り
前

の
こ
と
を
当
た
り
前
に
出
来
る
生
徒
を
育

て
た
い
」
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い
生
徒
に
は
、
再
テ
ス
ト
用
紙
を
渡
し
、
翌
日
ま
で

に
解
き
、
自
主
学
習
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
提
出
す
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
や

方
法
で
、
生
徒
に
毎
日
、
家
庭
学
習
に
取
り
組
ま
せ

る
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

　

小
テ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
定
期
考
査
は
週
末
課

題
と
連
動
さ
せ
て
い
る
。

　

同
校
で
は
毎
週
、
５
教
科
全
て
で
週
末
課
題
を
出

す
。
普
段
は
、生
徒
は
課
題
の
一
覧
表
を
見
な
が
ら
、

土
日
に
週
末
課
題
と
自
主
学
習
ノ
ー
ト
に
取
り
組

み
、
月
曜
日
の
朝
に
提
出
。
教
科
担
任
が
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
生
徒
に
返
却
す
る
。

　

こ
の
週
末
課
題
で
、
定
期
考
査
前
に
は
テ
ス
ト
に

直
結
す
る
対
策
プ
リ
ン
ト
を
課
す
場
合
が
あ
る
。
試

験
前
に
ど
の
よ
う
な
勉
強
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
生
徒
は
、
特
に
熱
心
に
取
り
組
む
と
い
う
。

　
「
家
庭
学
習
の
内
容
を
テ
ス
ト
に
結
び
付
け
る
こ

と
で
、
自
分
で
学
習
す
る
こ
と
の
有
用
感
を
持
た
せ

る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
課
題
の
量
は
教
師
間
で
調

整
し
て
出
し
、
提
出
さ
れ
た
ノ
ー
ト
は
一
つ
ひ
と
つ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
、
評
価
・
評
定
に
反
映
さ
せ
て
い

ま
す
」（
山
田
先
生
）

　

担
任
に
よ
っ
て
は
、
生
徒
の
様
子
を
把
握
す
る
た

め
に
、
担
当
教
科
以
外
の
取
り
組
み
も
確
認
す
る
。

１
学
年
担
任
の
川
本
生
積
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
担
当
教
科
の
数
学
以
外
の
状
況
も
知
っ
て
お
き

た
い
の
で
、
月
曜
の
朝
に
週
末
課
題
が
提
出
さ
れ
た

ら
、
全
て
の
ノ
ー
ト
を
点
検
し
、
き
ち
ん
と
丸
付
け

を
し
て
い
る
か
、
間
違
っ
た
と
こ
ろ
を
や
り
直
し
て

い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
提
出
し
な
か
っ

た
生
徒
に
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
提
出
す
る
よ
う
に

声
を
掛
け
、や
り
遂
げ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

学
校
全
体
で
、
家
庭
学
習
に
向
か
う
よ
う
な
雰
囲

気
づ
く
り
も
行
う
。
そ
の
１
つ
は
、「
自
主
学
習
ノ
ー

ト
強
調
週
間
」
だ
。
年
５
回
、
定
期
考
査
の
１
週
間

前
に
、
ク
ラ
ス
間
で
自
主
学
習
ノ
ー
ト
に
取
り
組
ん

だ
ペ
ー
ジ
数
を
競
い
合
う
。
学
習
内
容
が
あ
る
程
度

明
確
に
な
る
定
期
考
査
前
に
、
学
校
全
体
で
家
庭
学

習
に
向
か
う
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
普
段

は
学
習
に
取
り
組
ま
な
い
生
徒
で
も
学
習
に
向
か
う

き
っ
か
け
に
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。

　

普
段
は
１
日
最
低
１
ペ
ー
ジ
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
強
調
週
間
で
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
全

員
の
取
り
組
ん
だ
ペ
ー
ジ
数
を
合
計
し
て
、
最
優
秀

ク
ラ
ス
を
表
彰
す
る
。
ま
た
、
13
年
度
か
ら
は
ク
ラ

ス
ご
と
の
提
出
率
も
集
計
し
、
１
０
０
％
だ
っ
た
ク

ラ
ス
は
昼
休
み
の
給
食
の
時
間
に
校
内
放
送
で
発
表

し
て
い
る
。

「
自
主
学
習
ノ
ー
ト
強
調
週
間
」
で

ク
ラ
ス
で
家
庭
学
習
に
向
か
う

◉
家
庭
学
習
を
行
う
雰
囲
気
づ
く
り

週
末
課
題
も
平
常
点
に
加
え

取
り
組
ん
だ
成
果
を
評
価
に
反
映

図 「『今日の学習計画』の使い方」の生徒用プリント

「今日の学習計画」の立て方を、生徒が考えやすいようにプリントで説明する。
２０１３年度からは、「わたしの生活」という冊子の「学習計画欄」を使って、今
日の学習計画を記入させている
＊同校の資料をそのまま掲載
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１人で学べる生徒を育てる

　

表
彰
さ
れ
よ
う
と
、
工
夫
を
凝
ら
す
ク
ラ
ス
も
あ

る
。
矢
野
先
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
６
つ
あ
る
班
そ
れ

ぞ
れ
に
、
１
日
20
ペ
ー
ジ
を
１
週
間
続
け
る
と
い
う

目
標
を
割
り
当
て
、
目
標
達
成
の
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
の
割
り
当
て
の
ペ
ー
ジ
数
を
相
談
す
る
。

　
「
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、『
今
日
は
用
事
が
あ
る

か
ら
誰
か
お
願
い
』『
昨
日
は
少
な
か
っ
た
か
ら
、

今
日
は
僕
が
頑
張
る
よ
』
と
い
う
よ
う
に
、
話
し
合

い
の
中
で
交
渉
す
る
術
を
学
ん
だ
り
、
団
結
心
を
高

め
た
り
す
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
は
目
標
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
と
、
生
徒
同
士

が
す
ぐ
に
話
し
合
っ
て
、
分
担
を
決
め
て
い
ま
す
」

（
矢
野
先
生
）

　

班
で
決
め
た
約
束
な
の
で
守
ら
ざ
る
を
得
ず
、
結

果
的
に
目
標
の
ペ
ー
ジ
数
の
家
庭
学
習
を
確
実
に
こ

な
す
動
機
付
け
に
も
な
る
と
い
う
。
本
来
、
個
人
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
家
庭
学
習
を
グ
ル
ー
プ
活
動
に

利
用
す
る
こ
と
で
、生
徒
同
士
の
団
結
や
信
頼
関
係
、

高
め
合
う
意
識
を
巧
み
に
引
き
出
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
学
習
計
画
に
対
す
る
意
識
の
改
善

だ
。「
自
学
タ
イ
ム
」
を
始
め
て
１
年
半
が
経
過
し

た
が
、
依
然
と
し
て
２
・
３
年
生
の
中
に
も
学
習
計

画
を
立
て
ら
れ
な
い
生
徒
が
一
定
数
お
り
、
多
い
ク

ラ
ス
で
は
10
人
以
上
に
上
る
と
い
う
。
２
学
年
担
任

の
細
川
仁
美
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
成
績
中
位
層
以
下
の
生
徒
の
中
に
は
、
教
師
が

具
体
的
に
方
法
を
教
え
て
も
、
学
習
計
画
を
立
て
ら

れ
な
い
生
徒
が
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
学
力
や

能
力
の
問
題
で
は
な
く
、
や
る
気
の
な
さ
が
根
本
的

な
原
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
学
習
計
画
の
必
要
性
を

意
識
さ
せ
て
、
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
思
う
気
持
ち
を

育
て
る
工
夫
が
必
要
で
す
」

　

成
績
上
位
層
へ
の
意
識
の
持
た
せ
方
も
課
題
だ
。

自
主
学
習
ノ
ー
ト
で
伸
び
る
の
は
、
力
が
あ
る
け
れ

ど
伸
び
悩
ん
で
い
る
成
績
中
位
層
の
生
徒
に
多
い
。

逆
に
、
成
績
上
位
層
の
生
徒
が
必
ず
し
も
質
の
高
い

自
主
学
習
ノ
ー
ト
を
仕
上
げ
て
く
る
と
は
限
ら
な

い
。
塾
の
課
題
が
あ
る
た
め
か
、
学
校
の
課
題
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
「
班
で
自
主
学
習
ノ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
数
を
分
担
す

る
際
も
、『
塾
が
あ
る
か
ら
』
と
い
う
理
由
で
、
協

力
し
よ
う
と
し
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
生

徒
は
周
囲
の
信
頼
を
得
ら
れ
ず
、
班
の
団
結
力
も
弱

ま
り
ま
す
。同
じ
班
の
生
徒
が
そ
う
し
た
生
徒
に『
一

緒
に
頑
張
ろ
う
』
と
声
を
掛
け
た
り
、
教
師
が
自

主
学
習
ノ
ー
ト
の
大
切
さ
を
伝
え
た
り
し
て
い
ま
す

が
、
上
位
層
を
ど
の
よ
う
に
学
校
の
取
り
組
み
に
乗

せ
て
い
く
の
か
は
今
後
の
課
題
で
す
」（
矢
野
先
生
）

　

こ
の
よ
う
な
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
家
庭
学
習
に

前
向
き
に
取
り
組
む
生
徒
は
確
実
に
増
え
て
い
る
。

　

12
年
度
、生
徒
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

「
自
主
学
習
ノ
ー
ト
は
自
分
の
学
習
に
役
立
っ
て
い

る
と
感
じ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
80
％
の

生
徒
が
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
。
特
に
、
12
年
度
１

年
生
（
現
２
年
生
）
は
87
％
と
い
う
高
い
数
字
だ
っ

た
。
ま
た
、「
中
学
生
に
家
庭
学
習
は
必
要
か
」
と

い
う
質
問
に
「
全
然
（
必
要
な
い
）」
と
回
答
し
た

生
徒
は
、
６
月
時
点
の
４
％
か
ら
11
月
に
は
２
％
に

減
少
し
た
一
方
、「
は
い
」
と
答
え
た
生
徒
は
50
％

か
ら
52
％
に
増
え
、
最
も
課
題
だ
っ
た
学
習
意
欲
が

わ
ず
か
な
が
ら
向
上
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

た
。

　

家
庭
学
習
が
習
慣
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
教
師

も
肌
で
感
じ
て
い
る
。「
自
主
学
習
ノ
ー
ト
や
週
末

課
題
を
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
提
出
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
す
。
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り

組
む
姿
勢
が
身
に
付
き
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
ま
す
」

と
山
田
先
生
は
語
る
。
学
習
面
の
変
化
に
伴
い
、
生

徒
の
問
題
行
動
も
激
減
し
、
特
に
３
年
生
は
１
年
生

の
頃
に
比
べ
て
授
業
中
の
雰
囲
気
が
見
違
え
る
よ
う

に
落
ち
着
い
て
き
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
の
大
き
な
成
果
は
教
師
の
意
識

改
革
で
あ
る
と
、
新
名
校
長
は
語
る
。

　
「
本
校
は
学
校
経
営
の
重
点
目
標
に
同
僚
性
・
協

働
性
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
先
生
方
に
真
摯
に
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
教
師
集
団
の
団
結
が
強
く

な
っ
た
こ
と
が
最
大
の
成
果
で
す
。
こ
の
団
結
を
土

台
と
し
て
、
今
後
は
家
庭
学
習
と
授
業
を
つ
な
ぐ
工

夫
も
含
め
た
授
業
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

成
績
上
位
層
に
も
家
庭
学
習
に

向
か
わ
せ
る
工
夫
を

◉
成
果
と
課
題

コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
む
姿
勢
が

徐
々
に
身
に
付
い
て
い
る
と
実
感
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東
京
都
三
鷹
市
は
２
０
０
６
年
度
か
ら
、
地
域
住

民
や
保
護
者
が
学
校
運
営
に
参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教
育

を
進
め
て
き
た
。
市
内
７
つ
の
中
学
校
の
各
学
区
を

１
つ
の
「
学
園
」
と
し
、
小
・
中
一
貫
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
教
育
活
動
を
行
う
。

　

第
五
中
学
校
、
中
原
小
学
校
、
東
台
小
学
校
の
３

校
で
成
る
鷹
南
学
園
は
09
年
に
開
園
。
９
年
間
を
第

一
期
（
小
学
１
〜
４
年
生
）「
基
礎
・
基
本
を
繰
り

返
し
て
習
熟
を
図
る
時
期
」、
第
二
期
（
小
学
５
年

生
〜
中
学
１
年
生
）「
基
礎
・
基
本
を
生
か
し
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
つ
け
る
時
期
」、
第
三

期
（
中
学
２
〜
３
年
生
）「
基
礎
・
基
本
を
応
用
し
て
、

個
性
・
能
力
を
伸
ば
す
時
期
」
に
分
け
、
自
ら
学
び
、

考
え
、問
題
解
決
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
す
。

　

鷹
南
学
園
で
教
育
活
動
推
進
の
一
翼
を
担
う
の
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
」（
以
下
、
Ｃ

Ｓ
委
員
会
）
だ
（
図
１
）。
学
識
経
験
者
、
青
少
年

対
策
委
員
会
、
交
通
安
全
対
策
委
員
会
、
地
域
子
ど

も
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
お
や
じ
の
会
、
住
民
協
議
会
、

地
域
協
力
者
な
ど
学
校
や
地
域
で
活
動
を
行
う
諸
団

体
の
メ
ン
バ
ー
と
各
校
の
校
長
を
合
わ
せ
、
計
21
人

鷹南学園

コミュニティ・スクール委員会
中原小学校学校運営協議会
東台小学校学校運営協議会
第五中学校学校運営協議会

東台小学校中原小学校 第五中学校

CS事務局 ・各校副校長
 ・各校主幹教諭

サポート部会
・ゲストティーチャー
・学習ボランティア
・健全育成
・地域との連携

広報部会
・ホームページ
・学園だより
・ＣＳだより

評価部会
・学園評価
・学校評価
・鷹南っ子ジャンプ
アッププラン2013

＊学校の資料を基に編集部で作成

地
域
や
保
護
者
と
共
に
、

自
ら
率
先
し
て
学
ぶ
生
徒
を
育
て
る

東
京
都

鷹た

か

南み
な
み

学
園
（
三
鷹
市
立
第
五
中
学
校
、
中
原
小
学
校
、
東
台
小
学
校
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教
育
校
で
あ
る
鷹
南
学
園
で
は
、

教
師
だ
け
で
は
な
く
、
立
場
や
年
齢
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
々
が
多
面
的
に
生
徒
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
の
良
い
面
や
可
能
性
を
引
き
出
し
、
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

学
校
事
例

4
保
護
者
や
地
域
と
共
に

小
・
中
一
貫
校
を
運
営

◉
背
景

図１ 鷹南学園の組織体制
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で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｓ
委
員
会
の
役
割
は
、
各
校
の
「
学
校
運
営
協

議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
学
校
の
経
営
方
針
や

教
育
計
画
、
予
算
に
関
す
る
協
議
・
承
認
・
評
価
、

対
外
的
な
情
報
発
信
、
地
域
や
保
護
者
の
声
の
収
集

な
ど
だ
。
更
に
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
人
材
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

３
校
合
同
の
演
奏
会
の
主
催
、
子
ど
も
が
学
園
の
こ

と
を
考
え
る
「
子
ど
も
熟
議
」
の
開
催
な
ど
、
学
園

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
幅
広
く
活
動
す
る
。

　

そ
の
Ｃ
Ｓ
委
員
会
が
13
年
度
に
「
鷹
南
っ
子
ジ
ャ

ン
プ
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
２
０
１
３
」（
以
下
、
鷹
南
プ

ラ
ン
）
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、「
学
園
の
教
育
方
針
」

「
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
」「
身
に
付
け
て
ほ
し
い
力
」

を
示
し
、そ
れ
に
対
し
て
「
学
校
が
や
る
こ
と
」「
家

庭
で
や
っ
て
い
る
こ
と
」「
地
域
で
や
る
こ
と
」
を

明
確
に
し
た
上
で
、
学
園
が
目
指
す
べ
き
教
育
を
学

校
・
地
域
・
保
護
者
で
共
有
し
、
実
践
し
よ
う
と
い

う
試
み
だ
（
Ｐ
．20
図
２
）。

　

実
施
に
際
し
、「
育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
」
に
沿
っ

て
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
を

保
護
者
が
記
入
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
全
世
帯
を
対

象
に
実
施
し
た
。
鷹
南
プ
ラ
ン
を
始
め
た
背
景
に
つ

い
て
、小
田
切
茂
美
Ｃ
Ｓ
委
員
会
会
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
本
学
園
に
は
３
校
共
通
の
教
育
方
針
や
育
て
た

い
子
ど
も
の
姿
が
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
定
期
的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
概
念
や
学
園
全

体
の
取
り
組
み
が
、
十
分
に
保
護
者
に
浸
透
し
て
い

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

通
じ
て
、
鷹
南
学
園
の
教
育
方
針
を
学
校
の
取
り
組

み
と
併
せ
て
分
か
り
や
す
く
提
示
し
、
保
護
者
の
意

識
を
学
園
に
向
け
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

更
に
、各
家
庭
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
て
紹
介
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
の
取
り
組
み
に
価
値
が
あ
る
こ

と
を
報
告
書
に
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、
子
育
て
に
自

信
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ね
ら
い

も
あ
る
。
学
園
か
ら
一
方
的
に
情
報
発
信
す
る
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
を
支
援
し
、
相
互
に
協
力
す
る
こ

と
が
結
果
的
に
学
園
の
目
指
す
児
童
・
生
徒
像
の
育

成
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
の
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は
、
小
学
校
で
７
割
、
中
学

校
で
は
５
割
と
、
Ｃ
Ｓ
委
員
会
の
予
想
を
上
回
る
反

応
が
あ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
家

庭
で
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
を
す
る
保
護
者
の
姿

だ
。「
地
域
の
人
に
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
」

「
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
マ
ナ
ー
を
守
る
」
な
ど

の
項
目
は
、
保
護
者
は
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
む
一

方
で
、
子
ど
も
に
合
っ
た
学
習
法
を
考
え
た
り
、
計

画
的
に
学
習
を
す
る
こ
と
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば

良
い
か
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
の
難
し
さ
を
感
じ

て
い
る
保
護
者
が
多
か
っ
た
。

　

白
井
千
晴
学
園
長
は
「
自
由
記
述
式
で
し
た
が
、

多
く
の
方
が
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
保
護
者

が
何
を
考
え
、
家
庭
で
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
と
か
か

わ
っ
て
い
る
か
、
そ
の
姿
を
捉
え
る
の
は
学
校
だ
け

で
は
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
委
員
会
か
ら
の

学
校
目
標
に
対
応
し
た

家
庭
で
の
支
援
の
仕
方
を
伝
え
る

家
で
は
ど
う
子
ど
も
を
支
援
し
て
い
る
か

全
家
庭
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

◉
保
護
者
と
の
連
携
の
工
夫

鷹
南
学
園
学
園
長

三
鷹
市
立
中
原
小
学
校
校
長

白
井
千
晴　
し
ら
い
・
ち
は
る  

「
学
園
、
地
域
、
家
庭
の
三
輪
で
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
て
い
き
た
い
」

鷹
南
学
園
三
鷹
市
立
第
五
中
学
校
校
長

伊
藤
陽
一
郎　
い
と
う
・
よ
う
い
ち
ろ
う  

「
自
ら
行
動
を
起
こ
し
、
出
来
な
い
こ
と
に

対
し
て
一
生
懸
命
努
力
で
き
る
生
徒
を
育
て

た
い
」

鷹
南
学
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委

員
会
会
長

小
田
切
茂
美　
お
だ
ぎ
り
・
し
げ
み  

「
子
ど
も
に
と
っ
て
『
辛
口
の
友
人
』
と
し

て
、
長
く
学
園
に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
」

鷹
南
学
園
三
鷹
市
立
第
五
中
学
校

小
川
敦
子　
お
が
わ
・
あ
つ
こ  

１
学
年
担
任
。
数
学
科
担
当
。
小
・
中
一
貫

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。「
皆
が『
分
か
っ
た
』

と
思
え
る
授
業
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」

鷹
南
学
園
三
鷹
市
立
第
五
中
学
校

池
田
篤
史　
い
け
だ
・
あ
つ
し  

１
学
年
担
任
。
英
語
科
担
当
。
研
究
主
任
。

「
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
よ
う
な

授
業
を
心
掛
け
た
い
」
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ア
ン
ケ
ー
ト
だ
か
ら
こ
そ
、
保
護
者

は
率
直
な
意
見
を
書
い
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

小
田
切
会
長
は
、「
小
学
校
、
中

学
校
と
学
年
が
上
が
る
と
共
に
、
空

欄
が
増
え
て
い
く
項
目
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
回
答
欄

に
ぎ
っ
し
り
書
き
込
む
保
護
者
と
、

全
く
書
い
て
い
な
い
保
護
者
の
二
極

化
が
顕
著
で
し
た
」
と
分
析
す
る
。

　
「
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、

中
学
生
に
対
す
る
保
護
者
の
か
か
わ

り
方
の
難
し
さ
で
す
。
小
学
校
で
は

毎
日
宿
題
が
出
さ
れ
、
内
容
も
ド
リ

ル
的
な
も
の
が
多
い
た
め
、
保
護
者

は
支
援
し
や
す
い
の
で
す
が
、
中
学

校
で
は
、
宿
題
以
外
に
自
分
で
予
習
・

復
習
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。『
復
習
し
な
さ
い
』

と
声
を
掛
け
る
も
の
の
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
支
援
す
れ
ば
良
い
の
か

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
見
て

取
れ
ま
し
た
」（
小
田
切
会
長
）

　

Ｃ
Ｓ
委
員
会
は
、
空
欄
は
保
護
者

か
ら
の
「
か
か
わ
り
方
を
教
え
て
ほ

し
い
」
と
い
う
サ
イ
ン
と
捉
え
、
保

護
者
に
配
布
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
ま
と
め
た
報
告
書
に
、
家
庭
で
よ

く
行
わ
れ
て
い
た
取
り
組
み
と
、
Ｃ

Ｓ
委
員
会
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
取
り
組
み
を
抜
粋

し
て
掲
載
し
た
。
報
告
書
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
取

り
組
み
も
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
す
る
予
定
だ
。

各
校
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
伝
え
、
家
庭
の
実
態

に
応
じ
た
宿
題
の
出
し
方
や
、
家
庭
学
習
方
法
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど
、
自
学
自
習
を
促
す
指
導
に
役

立
て
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
Ｃ
Ｓ
委
員
会
と
し
て
も
、
生
徒
の
主
体

的
な
学
び
を
支
え
る
た
め
の
取
り
組
み
に
着
手
し
た

い
と
小
田
切
会
長
は
語
る
。

　
「
Ｃ
Ｓ
委
員
会
を
支
え
て
く
だ
さ
る
多
く
の
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
験
を

持
つ
人
材
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
強
み
を
生
か

し
、
自
ら
学
び
、
考
え
る
力
の
基
盤
と
な
る
『
人
間

力
』
を
育
む
た
め
の
取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」（
小
田
切
会
長
）

　

例
え
ば
、
多
く
の
保
護
者
が
か
か
わ
り
が
難
し
い

と
感
じ
て
い
た
「
新
た
な
挑
戦
や
失
敗
を
恐
れ
ず
一

歩
を
踏
み
出
す
」
力
を
育
て
る
た
め
、
Ｃ
Ｓ
委
員
会

主
催
の
課
外
活
動
と
し
て
異
文
化
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
試
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
学
習
面
は
学
校

が
、
そ
の
基
盤
と
な
る
人
間
力
の
育
成
は
Ｃ
Ｓ
委
員

会
が
担
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
学
び
を
支

え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

第
五
中
学
校
で
は
、
鷹
南
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た
方

鷹南学園の３つの方針それぞれについて「育てたい学園の子どもの姿」などをまとめた。「地域でやっていること・やりたいこと」は今後検討する　　＊学園資料から抜粋して編集部で作成

「
放
課
後
自
習
室
」
で

地
域
の
人
が
自
習
を
支
援

◉
中
学
校
で
の
指
導
の
工
夫

図２ 「鷹南っ子ジャンプアッププラン 2013」（抜粋）

鷹南の方針 育てたい学園
の子どもの姿

身に付けて
ほしい力

学校が
やること

家庭でやっていること・やりたいこと　
●多い回答、※特記

地域でやっていること●　
取り組める可能性の案◆

確かな学力
勉強する
習慣を
身に付け、
自ら率先して
学ぶ力を
育てる

自ら学び、
考え、

発表できる子

自分からやる勉強
（計画的な学習）

問題解決型授
業に取り組み、
継続して学び
方や考え方、
表現力の育成
を図る

・自分で取り組ませるようにする
・自分で計画を立て工夫して学習時間を確保している
・予習、復習をするよう働きかける
・「勉強しなさい」と言わない。やる気をなくしてしまうので
・通信媒体（インターネット、通信教育、ラジオ講座等）を使用
して学習する
・復習をするよう働きかける
・塾に通わせる
・学校の話をさせる
・声をかける
・親子の会話を通して自ら考える力をつける
※リビングで勉強させる
※親が勉強の様子を見て、教えたり声をかけたりする

○コミュニティセンターのロビースペース
を自習のために開放している（生徒同士
で教えあいをしている）
○地域ボランティアによる放課後自習室
の開設
○丸池わくわくまつり、コミセンまつり、
コミセン運動会、合同コンサートなど地
域主催行事での発表の場の提供
○中学生による小学生のための読み聞
かせ活動（子どもクラブと中学校ＳＳＳ
の合同で）
◆地域協力者による学習指導ボラン
ティアの配置
◆先輩の声を届ける（チャレンジキャン
プでの小－中交流会など）
◆社会人の声を届ける（アントレの第三
者評価、職業人の話を聞く会への協力
など）
◆地域の大人の知恵と力を提供する（人
材バンク）
◆地域の大人が「楽しく」「がんばって
いる」姿を見せる
◆地域対象に漢検、数検、英検の実施

自分に合った
学習方法

自分の考えを持ち、
自分の意見で
話したり、
人の考えを
聞いたりする

勉強する
習慣が

身に付いた子

家庭学習の習慣
朝学習、朝読
書、放課後学
習の定着化を
図る（鷹南スタ
ンダードの確
立）

家庭学習の習
慣化を呼び掛
ける

・毎日学習する時間を決めている
・宿題やワークを毎日必ずする
・朝学習をしてから登校する
・計画を立てる
・テレビやゲームの時間を決めたり、約束を決めたりしている
・予習・復習の習慣化を図る
・図書館の活用を勧める
※親が自ら学習する姿勢を見せる
※親子で同じ本を読み、お互いの感想をいい合う
※夜、家族全員で１０～１５分読書をする時間を持つ　

読書に親しむ習慣
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特集

１人で学べる生徒を育てる

針
に
沿
い
な
が
ら
、
生
徒
を
学
び
に
向
か
わ
せ
る
た

め
の
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、「
自
ら
学
習
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
授
業
内
容
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
い
る
こ
と

が
前
提
」
と
い
う
考
え
の
下
、数
学
で
は
Ｔ
Ｔ
（
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）、
英
語
で
は
習
熟
度
別
少
人

数
授
業
を
行
い
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
授
業
の
理
解

度
を
高
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
英
語
科
の
池
田

篤
史
先
生
は
「
授
業
中
も
、
つ
ま
ず
い
て
い
る
生
徒

に
は
個
別
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
英
語
科
で
は
、
毎

日
10
行
以
上
、
教
科
書
の
英
単
語
や
英
文
を
書
く
課

題
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
状
況
も
授

業
中
に
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

授
業
内
容
の
理
解
を
促
す
取
り
組
み
と
し
て
、
生

徒
に
よ
る
定
期
考
査
の
予
想
問
題
作
成
も
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
各
ク
ラ
ス
の
教
科
係
の
生
徒
が
、
定

期
考
査
の
出
題
範
囲
に
従
っ
て
予
想
問
題
を
作
成
す

る
と
い
う
も
の
だ
。
教
科
係
は
必
ず
し
も
そ
の
教
科

が
得
意
な
生
徒
が
務
め
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
予
想

問
題
は
ク
ラ
ス
の
生
徒
全
員
に
配
布
す
る
の
で
、
手

を
抜
か
ず
に
作
成
す
る
と
い
う
。

　

数
学
科
の
小
川
敦
子
先
生
は
、「
良
い
予
想
問
題

を
作
る
と
他
の
生
徒
か
ら
褒
め
ら
れ
る
の
で
、
そ

の
う
れ
し
さ
が
主
体
的
な
学
習
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
予
想
問
題
の
作
成
に
は
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を

読
み
込
み
、し
っ
か
り
学
習
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

担
当
し
た
教
科
に
つ
い
て
は
テ
ス
ト
の
得
点
が
高
く

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
家
庭
学
習
の
方
法
も
身

に
付
き
、
良
い
結
果
を
出
せ
る
こ
と
が
、
次
の
学
習

へ
の
動
機
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」と
語
る
。も
ち
ろ
ん
、予
想
問
題
を
解
く
こ
と
が
、

本
番
の
テ
ス
ト
結
果
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
、
生
徒

た
ち
は
実
感
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
、
10
年
度
か
ら
は
、

保
護
者
の
発
案
に
よ
り
「
放
課
後
自
習
室
」
を
設
け

て
い
る
。
部
活
動
の
定
休
日
が
多
い
水
曜
日
に
、
自

習
室
と
し
て
教
室
を
開
放
す
る
も
の
で
、
定
期
考
査

前
は
週
３
日
実
施
す
る
。
自
習
を
支
援
す
る
の
は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
有
志
か
ら
成
る
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
だ
。
主
に
学
習
支
援
、

課
外
活
動
支
援
、
学
校
支
援
（
環
境
整
備
）
を
担
っ

て
お
り
、
13
年
度
の
登
録
者
は
約
１
４
０
人
。「
放

課
後
自
習
室
」
で
は
、
２
〜
３
人
が
安
全
管
理
者
と

し
て
見
守
り
役
を
担
当
す
る
。
出
席
す
る
生
徒
数
は

時
期
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
毎
回
出
席
す
る
生
徒

も
い
る
。
自
習
室
が
生
徒
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
居

場
所
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
自
学
自
習
の
習
慣
に

結
び
付
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

第
五
中
学
校
の
伊
藤
陽
一
郎
校
長
は
、
学
校
に
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
人
々
が
入
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学

ぶ
意
欲
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
「
教
師
で
も
保
護
者
で
も
な
い
、
第
三
者
的
な
立

場
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と
は
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、『
放

課
後
自
習
室
』
以
外
に
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
に
授
業
の
支
援

を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
生
徒
が
地
域
の
行
事
に
参
加

す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
機
会
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
出
会
い
を
す
る
中

で
、
自
分
の
良
い
面
や
可
能
性
に
気
付
き
、
目
標
や

夢
が
出
来
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
教
育
は
人
が
行

う
も
の
で
す
。
そ
の
『
人
』
に
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
を

支
え
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

今
後
は
、
鷹
南
プ
ラ
ン
で
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
現
状
で
は
未
定
に
な
っ
て
い

る
「
地
域
で
や
る
こ
と
」
も
具
体
的
に
決
め
て
い
く

予
定
だ
。
Ｃ
Ｓ
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
異
文
化

交
流
な
ど
の
取
り
組
み
や
、
お
や
じ
の
会
や
子
ど
も

ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
の
諸
団
体
の
取
り
組
み
も
「
地

域
で
や
る
こ
と
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
欄
が

埋
ま
れ
ば
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
住
民
が
参
加
す

る
「
鷹
南
学
園
」
の
教
育
の
全
体
図
が
「
見
え
る
化
」

さ
れ
、
教
育
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。
白
井

学
園
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
地
域
に
は
家
庭
に
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
も
多

い
た
め
、
家
庭
学
習
に
学
習
の
全
て
を
委
ね
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
取
り
組
み
を
『
見

え
る
化
』
し
、『
地
域
住
民
も
支
え
て
い
く
か
ら
、

保
護
者
も
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
』
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
三
輪
で
子
ど
も
の
主

体
的
な
学
び
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

学
園
の
取
り
組
み
を「
見
え
る
化
」し
、

家
庭
で
の
支
援
に
つ
な
げ
る

◉
今
後
の
課
題
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◎
調
べ
学
習
に
は
自
分
か
ら
取
り
組
む

　

中
学
時
代
に
勉
強
で
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
、

１
年
生
の
社
会
科
の
授
業
で
す
。
ま
ず
ノ
ー
ト
の
取

り
方
が
ユ
ニ
ー
ク
で
、
Ｂ
５
判
ノ
ー
ト
の
左
ペ
ー
ジ

に
板
書
を
写
し
、
右
ペ
ー
ジ
に
授
業
で
自
分
が
大
事

だ
と
思
っ
た
こ
と
を
書
く
と
い
う
方
法
で
し
た
。
こ

う
す
る
と
復
習
が
し
や
す
か
っ
た
の
で
、
他
教
科
で

も
同
じ
方
法
を
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

授
業
で
は
4
人
１
組
で
机
を
合
わ
せ
て
い
た
の
で
、

他
の
人
が
ど
こ
で
メ
モ
を
取
っ
て
い
る
の
か
が
分
か

り
、
先
生
の
話
を
聞
き
な
が
ら
ど
こ
が
重
要
な
の
か

を
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
々
、

あ
る
時
代
や
、
あ
る
も
の
の
歴
史
に
つ
い
て
の
調
べ

学
習
が
宿
題
に
出
ま
し
た
が
、
自
分
な
り
に
気
付
い

た
こ
と
を
ま
と
め
る
の
は
楽
し
く
、
ま
た
そ
う
す
る

こ
と
で
理
解
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
、
宿
題
以
外

に
も
調
べ
学
習
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
学

校
で
は
授
業
の
中
で
の
調
べ
学
習
が
結
構
あ
り
ま
し

た
が
、中
学
校
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

週
1
回
で
も
あ
れ
ば
、
興
味
の
幅
が
広
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

所
属
し
て
い
た
吹
奏
楽
部
の
練
習
後
に
帰
宅
す
る

と
19
時
頃
で
、
勉
強
は
宿
題
や
復
習
で
１
〜
１
時
間

半
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
苦

手
な
数
学
や
理
科
は
、
宿
題
や
復
習
と
最
低
限
は
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
授
業
に
つ
い
て
い
け
た
の
で
、

必
要
以
上
に
勉
強
す
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

苦
手
科
目
対
策
に
本
腰
を
入
れ
た
の
は
、
３
年
生

に
な
り
、
高
校
入
試
を
意
識
し
て
か
ら
。
吹
奏
楽
部

の
引
退
は
秋
で
し
た
が
、
運
動
部
の
多
く
は
夏
休
み

前
に
引
退
し
ま
す
。
周
り
が
受
験
モ
ー
ド
に
な
り
、

自
分
も
や
ら
な
け
れ
ば
と
焦
り
ま
し
た
。
内
申
点
を

上
げ
よ
う
と
家
で
の
学
習
時
間
を
増
や
し
、
定
期
考

査
対
策
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
た
だ
志
望
校
が
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
に
困
り
ま
し
た
。
高
校
見
学
に
行
っ

て
も
決
め
ら
れ
ず
、
目
標
が
な
い
ま
ま
勉
強
だ
け
し

て
い
ま
し
た
。
11
月
末
に
志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た

が
、
周
り
が
の
ん
び
り
し
て
い
た
ら
私
も
引
退
ま
で

そ
れ
ほ
ど
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◎
高
校
で
は
順
位
が
は
っ
き
り
出
る
か
ら
頑
張
れ
る

　

高
校
の
授
業
は
、
中
学
校
よ
り
も
進
度
が
速
く
、

分
か
ら
な
く
て
も
ど
ん
ど
ん
先
に
先
に
進
み
ま
す
。

中
学
時
代
は
1
回
復
習
す
れ
ば
理
解
で
き
た
の
に
、

今
は
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
何
度
も
読
み
返
さ
な
い
と

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
本
当
は
好
き
な
科
目
の
学
習
を

し
た
い
の
に
、
そ
の
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
得
意
科

私
の
中
学
校
で
の
学
習
、高
校
で
の
学
習

生
徒
は
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で
家
庭
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

高
校
生
と
な
っ
た
今
、
中
学
時
代
に
ど
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
い
た
の
か
を
振
り
返
り
、
高
校
で
の
学
習
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

高
校
生
の
声

高
校
の
勉
強
は
苦
手
科
目
中
心
で
、

得
意
科
目
の
勉
強
時
間
が
取
れ
な
い

公
立
高
校
２
年　

黒
木
水み

月ず

き

さ
ん
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特集

１人で学べる生徒を育てる

目
は
学
習
時
間
が
短
く
て
も
い
い
成
績
が
取
れ
ま
す

が
、
苦
手
科
目
は
時
間
を
費
や
し
て
い
る
の
に
思
う

よ
う
な
点
が
取
れ
ず
、
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
も
、
今
、
友
だ
ち
に
学
年
ト
ッ
プ
の
人
が
い
て
、

そ
の
子
が
短
い
時
間
で
も
単
語
帳
を
開
い
て
い
る
姿

を
見
る
と
、
努
力
し
て
こ
そ
良
い
成
績
が
取
れ
る
の

だ
、自
分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
刺
激
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
自
分
に
は
負
け
ず
嫌
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
で
す
。
高
校
で
は
成
績
の
学
年
順
位
が
は
っ
き
り

出
る
の
で
、
思
っ
た
よ
う
な
成
績
が
取
れ
な
い
と
、

次
は
も
う
ち
ょ
っ
と
上
を
目
指
そ
う
と
い
う
気
持
ち

も
、
学
習
に
向
か
う
意
欲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
全
教
科
合
わ
せ
て
平
均
点
を
取
れ
れ
ば
い
い

　

自
分
で
も
あ
ま
り
良
く
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、

中
学
時
代
は
定
期
考
査
前
に
一
夜
漬
け
で
勉
強
す
る

こ
と
も
多
く
、
そ
れ
で
苦
手
科
目
で
も
70
点
く
ら
い

は
取
れ
て
い
た
の
で
い
い
や
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
宿
題
な
ど
は
提
出
し
ま
す
が
、
授
業
で
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
質
問
す
る
と
い
う
意
識

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
得
意
の
国
語
や
英
語
は
授

業
を
し
っ
か
り
聞
い
て
い
れ
ば
、
家
で
さ
ほ
ど
勉
強

し
な
く
て
も
良
い
成
績
が
取
れ
て
い
た
の
で
、
苦
手

の
数
学
や
理
科
が
良
く
な
く
て
も
、
全
教
科
を
お
し

な
べ
て
平
均
点
く
ら
い
を
取
れ
ば
十
分
と
思
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
野
球
部
に
所
属
し
、
部
活
動
や
部
の

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
僕
に
と
っ
て
最
も
大
切
で
あ

り
、
勉
強
が
大
事
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
本
気
で
取

り
組
ん
で
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
将
来
に
直
結
す
る
高
校
で
の
勉
強

　

高
校
受
験
も
、「
こ
こ
の
高
校
に
行
き
た
い
か
ら

頑
張
る
」
と
い
う
よ
り
は
、「
今
の
成
績
な
ら
こ
こ

に
行
け
る
」
と
い
う
意
識
で
し
た
。
そ
こ
そ
こ
頑
張

れ
ば
入
れ
そ
う
な
公
立
高
校
を
第
１
志
望
校
に
し
た

の
で
す
が
不
合
格
で
、
併
願
の
私
立
高
校
に
進
学
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。普
通
な
ら
、こ
こ
で
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
僕
は
自
分
の
実
力
な

ら
仕
方
な
い
と
冷
静
で
し
た
。

　

た
だ
、
大
学
入
試
は
同
じ
よ
う
な
失
敗
は
出
来
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
僕
は
中
学
時
代
か
ら
法
学
部
を

志
望
し
て
い
ま
す
。
高
校
受
験
と
違
い
、
大
学
受
験

は
全
国
の
高
校
生
と
同
じ
土
俵
に
立
つ
。
全
国
の
難

関
校
の
高
校
生
に
同
じ
大
学
入
試
で
勝
て
る
の
か
と

考
え
ま
し
た
。
高
校
で
の
勉
強
は
大
学
進
学
に
直
結

す
る
こ
と
で
あ
り
、
将
来
の
た
め
に
勉
強
す
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
な
ら
ば
、
勝
負
の
し
や
す
い
、
好

き
な
教
科
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

僕
は
Ａ
Ｏ
入
試
を
視
野
に
入
れ
、
１
年
生
の
時
か

ら
企
業
や
団
体
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
校
外

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
全

国
か
ら
高
校
生
が
集
ま
る
の
で
、
友
だ
ち
が
増
え
ま

す
し
、
大
人
と
話
す
機
会
も
あ
り
、
視
野
も
広
が
り

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
観
点
で
も
参
加
し
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
は

高
校
の
評
定
平
均
値
も
重
要
に
な
る
の
で
、
学
校
の

勉
強
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◎
中
学
時
代
に
基
礎
を
頑
張
れ
ば
良
か
っ
た

　

今
振
り
返
る
と
、
中
学
校
の
最
初
で
数
学
の
基
礎

を
も
っ
と
頑
張
っ
て
お
け
ば
、
こ
こ
ま
で
数
学
が
苦

手
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
小
学
校
時
代
は
算
数
が
得
意
で
し
た
が
、
中
学

校
に
入
っ
て
授
業
が
だ
ん
だ
ん
分
か
ら
な
く
な
っ
て

勉
強
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
、
数
学
そ
の
も
の
が

嫌
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
基
礎
が
な
い
と
上
に
積

み
上
げ
ら
れ
な
い
教
科
な
の
で
、
早
い
段
階
で
苦
手

を
つ
ぶ
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
授
業
で
も
っ
と
教
養
を
教
え
て
ほ
し
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
授
業
中
の
雑
談
で
も
、
単
に
面
白

い
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の
視
野
が
広
が
る
よ
う
な

こ
と
を
も
っ
と
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
で
す
。　
　

＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです

授
業
の
中
で
も
っ
と
教
養
を

教
え
て
ほ
し
か
っ
た

私
立
高
校
３
年　

川
原
大
洋
さ
ん
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佐
藤　

家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
は
中
学
校
教
育
の
大

き
な
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、
生
徒
が
家
で
机
に
向
か

え
る
よ
う
に
、
先
生
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
先
生
や
仲
間
が
い
る
環
境
な
ら

勉
強
で
き
る
け
れ
ど
も
、
家
で
１
人
で
は
勉
強
で
き

な
い
と
い
う
生
徒
が
多
い
よ
う
で
す
。
教
育
心
理
学

で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
習
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤　

１
人
で
学
ぶ
た
め
に
は
、
目
標
、
動
機
づ
け
、

学
習
方
略
と
い
う
主
に
３
つ
の
要
素
が
ど
れ
ほ
ど
確

立
し
て
い
る
か
に
あ
る
と
考
え
ま
す
（
図
１
）。
自

分
は
こ
う
な
り
た
い
と
い
う
目
標
が
あ
っ
て
も
、
目

標
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
動
機
づ
け
が
な
け
れ
ば
勉

強
は
し
ま
せ
ん
し
、
動
機
づ
け
を
さ
れ
て
い
て
も
、

ど
う
や
っ
て
取
り
組
む
か
の
方
略
が
な
け
れ
ば
勉
強

の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
人
で
は
学
べ
な
く
て
も
、
学
校
で
み
ん
な
と
な

ら
学
べ
る
の
は
、
確
た
る
動
機
づ
け
が
な
く
て
も
、

友
だ
ち
が
勉
強
し
て
い
る
教
室
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た

り
、
先
生
が
勉
強
方
法
を
う
ま
く
導
い
て
く
れ
た
り

す
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
外
発
的
に
し
ろ

内
発
的
に
し
ろ
、
勉
強
し
よ
う
と
思
う
動
機
づ
け
が

弱
い
、
ま
た
は
勉
強
方
法
が
分
か
ら
な
い
た
め
に
、

家
で
１
人
に
な
る
と
勉
強
で
き
な
い
の
で
す
。

佐
藤　

で
は
、
家
で
宿
題
に
は
取
り
組
む
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
外
の
勉
強
は
し
な
い
と
い
う
生
徒
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
指
示
さ
れ
た
内
容
だ
け
で
は

な
く
、
自
ら
勉
強
に
取
り
組
め
る
生
徒
に
育
て
た
い

と
考
え
て
い
る
先
生
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

「
共
に
学
び
合
う
」「
１
人
で
学
ぶ
」を

繰
り
返
し
、メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
る

１
人
で
自
律
し
て
学
べ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
必
要
で
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
そ
の
力
は
育
つ
の
か
。

ま
た
、
学
力
も
意
識
も
多
様
な
生
徒
が
い
る
中
で
、
教
師
は
ど
の
よ
う
に
指
導
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

自
律
的
学
習
の
成
立
に
つ
い
て
研
究
を
す
る
京
都
教
育
大
の
伊
藤
崇た

か

達み
ち

准
教
授
に
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
研
究
員
の
佐
藤
昭
宏
が
聞
い
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

自
分
の
思
考
や
行
動
の
振
り
返
り
が

自
律
的
学
習
で
は
重
要

１人で学ぶための３つの要素の関係

１人で学ぶためには、目標、動機づけ、学習方略の３つの要素が必要
＊伊藤准教授の示唆を踏まえ、ベネッセ教育総合研究所で作成

図１

動機
づけ

学習
方略

目標
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１人で学べる生徒を育てる

と
な
り
ま
す
。
自
分
に
は
そ
の
目
標
に
到
達
で
き
る

能
力
が
あ
る
と
考
え
、
学
習
方
略
を
立
て
て
、
実
行

で
き
る
の
で
す
。

佐
藤　

成
功
体
験
を
味
わ
わ
せ
た
り
、
努
力
や
成
果

を
見
逃
さ
ず
に
褒
め
た
り
す
る
こ
と
は
、
生
徒
の
学

習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
先
生
方
も
よ
く
指
導
に
取

り
入
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
の
意
欲
を
１
人

で
学
び
続
け
る
力
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
何

が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
。

伊
藤　

最
も
大
切
な
の
は
、
メ
タ
認
知
能
力
で
す
。

メ
タ
認
知
と
は
、
自
分
の
思
考
や
行
動
を
客
観
的
に

把
握
し
、
認
識
す
る
こ
と
で
す
。
学
習
に
お
い
て
メ

タ
認
知
が
し
っ
か
り
出
来
て
い
れ
ば
、
学
習
の
計
画

を
立
て
、
進
み
具
合
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
結
果
を

評
価
す
る
な
ど
し
て
、
学
習
を
自
分
1
人
で
調
整
で

き
ま
す
。

　

こ
の
メ
タ
認
知
能
力
は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
中

学
校
初
期
の
時
期
か
ら
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
１
人
で
学
び
続
け
ら
れ
る
自
律
し
た
学
習
者

と
な
る
た
め
に
経
験
を
積
む
時
期
と
し
て
、
中
学
時

代
は
最
適
で
あ
り
、
重
要
な
の
で
す
。
具
体
的
に
い

う
と
、
例
え
ば
中
学
校
に
入
る
と
定
期
考
査
が
始
ま

り
ま
す
。
生
徒
は
、
試
験
日
に
向
け
て
時
間
を
意
識

し
な
が
ら
自
分
の
学
び
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

を
、本
格
的
に
経
験
し
ま
す
。更
に
、テ
ス
ト
結
果
を

見
て
、
学
習
方
法
が
適
切
だ
っ
た
の
か
、
得
点
が
悪

か
っ
た
ら
原
因
を
振
り
返
り
、
次
の
定
期
考
査
に
向

け
て
学
習
の
仕
方
を
考
え
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
メ
タ
認
知
能
力
が
高
ま
り
、
だ

ん
だ
ん
と
自
律
し
た
学
習
者
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

佐
藤　

な
る
ほ
ど
。
定
期
考
査
前
以
外
に
も
、
メ
タ

認
知
能
力
を
高
め
る
た
め
に
意
識
す
べ
き
こ
と
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤　

メ
タ
認
知
能
力
は
、
人
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

発
達
度
合
い
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
学
習
計
画
を
う
ま

く
実
行
で
き
な
い
生
徒
は
、
自
律
し
た
学
習
を
行
う

土
台
と
な
る
生
活
習
慣
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
生
活
を
自
分
で
律
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
学
習
を
律
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
学
習
計
画

と
同
時
に
生
活
習
慣
を
見
直
す
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

宿
題
に
よ
っ
て
生
徒
に
学
習
習
慣
を
付
け
よ

う
と
す
る
学
校
は
比
較
的
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
宿

題
の
出
し
方
で
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

伊
藤　

生
活
習
慣
の
定
着
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
初
め
は
強
制
で
あ
っ
て

も
、
周
囲
か
ら
の
働
き
掛
け
や
自
己
効
力
感
に
よ
っ

て
、
そ
の
価
値
を
自
分
の
も
の
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
れ
ば
、
自
ら
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
り
、
前
号
で
上
越
教
育

大
の
中
山
勘
次
郎
教
授
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
「
内
発

的
／
外
発
的
動
機
づ
け
の
段
階
モ
デ
ル
」（
＊
）
に

沿
っ
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

宿
題
に
、
強
制
や
罰
を
避
け
る
と
い
っ
た
消
極
的

な
理
由
（「
外
的
調
整
」）
で
取
り
組
む
の
か
、
そ
れ

伊
藤　

宿
題
以
外
に
も
自
ら
学
習
す
る
の
は
、
学
び

に
対
し
て
何
か
し
ら
の
動
機
づ
け
が
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
の
動
機
づ
け
に
は
自
己
効
力
感
が
あ
る
こ
と

が
鍵
に
な
り
ま
す
。
勉
強
の
成
果
が
出
た
ら
「
自
分

は
勉
強
す
れ
ば
出
来
る
」、
先
生
や
保
護
者
に
褒
め

ら
れ
て
「
自
分
に
は
能
力
が
あ
る
」
な
ど
と
自
信
を

持
て
れ
ば
、
自
分
を
勉
強
に
向
か
わ
せ
る
動
機
づ
け

宿
題
も
出
し
方
の
工
夫
次
第
で

自
律
的
な
学
び
に
つ
な
が
る

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

初
等
中
等
教
育
研
究
室

研
究
員

佐
藤
昭
宏

さ
と
う
・
あ
き
ひ
ろ
◎
中
等
教
育
領
域
を
中
心
に
、
自
律
的
な
学
習
者
を

育
て
る
教
育
お
よ
び
指
導
を
研
究
。
高
度
消
費
・
情
報
化
社
会
の
中
で
い

か
に
「
学
び
の
主
体
」
を
形
成
す
る
か
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

京
都
教
育
大
准
教
授　

伊
藤
崇
達

い
と
う
・
た
か
み
ち
◎
名
古
屋
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
心
理
学
専

攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門
は
教
育
心
理
学
、
学
習
心
理
学
。
児

童
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
自
律
的
学
習
の
成
立
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。

主
な
著
書
に
『
や
る
気
を
育
む
心
理
学
』（
北
樹
出
版
）、『
自
己
調
整
学

習
の
成
立
過
程
』（
北
大
路
書
房
）
な
ど
。

＊『VIEW21』中学版 2013 年 Vol.2  P.26-27 参照
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と
も
、
義
務
で
あ
り
評
価
の
対
象
（「
取
り
入
れ
調

整
」）
だ
か
ら
取
り
組
む
の
か
。
生
徒
が
宿
題
を
自

分
の
中
に
ど
う
位
置
付
け
る
か
は
、
教
師
の
働
き
掛

け
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
宿
題
を
出
す
意
味
、
学

習
す
る
価
値
を
説
明
す
る
こ
と
も
有
効
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
１
度
の
説
明
で
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
い

生
徒
も
い
ま
す
。
何
度
も
語
り
掛
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

更
に
、
宿
題
を
提
出
さ
せ
て
終
わ
り
と
す
る
の

で
は
な
く
、
メ
タ
認
知
を
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
で

す
。
自
分
で
採
点
し
て
自
己
評
価
を
す
る
よ
う
に
し

た
り
、
自
分
は
ど
ん
な
ふ
う
に
宿
題
に
取
り
組
ん
だ

の
か
、
良
か
っ
た
点
や
悪
か
っ
た
点
を
書
か
せ
て
、

次
に
向
け
て
改
善
策
を
考
え
さ
せ
る
の
で
す
。
宿

題
の
内
容
や
学
び
方
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
振
り
返

ら
せ
て
、「
宿
題
で
成
績
が
上
が
っ
た
」「
効
果
的
に

勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
実
感
を
繰
り

返
し
味
わ
わ
せ
る
こ
と
で
自
己
効
力
感
が
高
ま
り
、

「
学
ぶ
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
も
の
だ
」

（「
同
一
化
調
整
」）
と
な
れ
ば
、
後
は
自
分
１
人
で

で
も
学
習
に
向
か
う
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

佐
藤　

現
在
、
私
は
中
学
生
の
学
習
指
導
に
関
す
る

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
認
知
心
理
学
の

知
見
を
参
考
に
、
生
徒
に
自
身
の
学
習
の
振
り
返
り

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
振
り
返
り
の
質
に
問

題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
間
違
え
た
の
か

に
つ
い
て
、
例
え
ば
「
計
算
ミ
ス
な
の
で
、
次
は
間

違
え
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
振
り
返
り
で
満
足

し
て
い
て
は
、
な
か
な
か
学
習
の
改
善
や
効
果
に
は

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
振
り
返
り
の
内
容
に
踏

み
込
ん
だ
指
導
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　
「
取
り
入
れ
調
整
」
か
ら
「
同
一
化
調
整
」
に

達
す
る
ま
で
に
は
、
心
身
共
に
発
達
の
途
上
に
あ
る

中
学
生
に
と
っ
て
は
と
て
も
時
間
が
掛
か
る
こ
と
で

す
。
動
機
づ
け
と
併
せ
て
、
学
習
方
略
へ
の
働
き
掛

け
を
続
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
英
単
語
や
漢
字

を
覚
え
る
効
果
的
な
方
法
や
復
習
し
や
す
い
ノ
ー
ト

の
取
り
方
な
ど
、学
習
方
略
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
。

ま
た
、
集
中
力
を
高
め
る
工
夫
や
気
持
ち
の
切
り
替

え
方
な
ど
、情
意
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
（
図
２
）。

方
略
は
可
視
化
し
や
す
い
の
で
、
支
援
の
手
立
て
も

具
体
的
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
生
徒
に
学
び

の
見
通
し
を
持
た
せ
、
学
習
の
実
感
や
手
応
え
を
感

じ
さ
せ
て
自
己
効
力
感
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

同
一
化
調
整
へ
の
道
筋
を
立
て
て
い
く
の
で
す
。

佐
藤　

中
学
校
の
導
入
期
指
導
で
、
生
徒
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
に
力
を
入
れ
る
取
り
組
み
を
よ
く
う
か

が
い
ま
す
が
、
学
習
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り

ま
す
か
。

伊
藤　

自
ら
学
ぶ
力
を
育
む
過
程
で
は
、
教
師
と
生

徒
と
の
信
頼
関
係
、
ク
ラ
ス
づ
く
り
も
重
要
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。先
ほ
ど
の
宿
題
の
話
で
い
う
と
、

教
師
と
生
徒
と
の
人
間
関
係
が
出
来
て
い
な
け
れ

ば
、
生
徒
は
勉
強
を
強
制
さ
れ
た
と
感
じ
、
嫌
々
な

が
ら
取
り
組
み
ま
す
。
し
か
し
、
信
頼
し
て
い
る
先

生
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
な
ら
「
先
生
は
自
分
の
こ

と
を
見
て
く
れ
て
い
る
」
と
受
け
止
め
、
学
び
に
も

向
か
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
中
学
生
の

初
期
は
、
教
師
や
保
護
者
が
引
っ
張
っ
て
い
く
場
面

が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。
し
か
し
、
思
春
期
の
生
徒

は
心
理
的
に
は
微
妙
な
段
階
に
あ
り
、
頭
ご
な
し
に

強
制
す
る
と
反
発
す
る
で
し
ょ
う
。
教
師
や
保
護
者

の
言
葉
が
生
徒
の
心
に
届
く
に
は
、
人
間
関
係
の
質

が
問
わ
れ
る
の
で
す
。

佐
藤　

保
護
者
や
先
生
と
の
関
係
と
共
に
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

伊
藤　

メ
タ
認
知
の
過
程
で
は
、
他
者
を
見
て
自
分

が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
に
気
付
く
こ
と
が
よ
く

「
み
ん
な
で
学
ぶ
」「
１
人
で
学
ぶ
」を

繰
り
返
し
な
が
ら
自
律
し
た
学
習
者
に

図２ 学習方略の具体的な内容

学習方略は、大きく「情意面の学習方略」と「認知的側面の学習方略」の２つ
に分けられる
＊伊藤准教授の示唆を踏まえ、ベネッセ教育総合研究所で作成

情意面
の

学習方略

認知的側面
の

学習方略

●整理方略　…　色ペンできれいに書き込む
●社会的方略　…　友だちと共に勉強したり相談した

りする
●めりはり方略　…　遊びと勉強のめりはりをつける
●負担軽減方略　…　得意なところから始める

●リハーサル方略　…　何度も繰り返して覚える
●精緻化方略　…　既知情報と関連させる
●メタ認知的方略　…　自分の間違いから教訓を引き

出す
●外的リソース方略　…　図や表を効果的に活用する
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１人で学べる生徒を育てる

あ
り
ま
す
。
友
だ
ち
が
ど
ん
な
目
標
を
持
っ
て
い
る

の
か
、
ど
ん
な
方
法
で
勉
強
し
て
い
る
の
か
。
冒
頭

で
、
学
校
で
み
ん
な
と
一
緒
な
ら
勉
強
で
き
る
け
れ

ど
も
、
１
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
が
課
題
に
挙
が
っ

て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
互
い
に
学
び
合
う
ク
ラ
ス

づ
く
り
に
よ
っ
て
、
自
ら
学
ぶ
力
の
育
成
の
場
に
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。中
学
生
に
な
る
と
、

生
活
の
場
は
家
庭
中
心
か
ら
学
校
を
中
心
に
し
た
仲

間
関
係
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。
学
校
で
友
だ
ち

と
共
に
勉
強
す
る
こ
と
が
生
徒
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
は
ず
で
す
。

佐
藤　

学
校
事
例
で
紹
介
し
た
各
校
と
も
、
生
徒
と

教
師
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
か
。

伊
藤　

各
校
の
取
り
組
み
を
拝
見
す
る
と
、
先
生
方

の
生
徒
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

生
徒
と
教
師
と
の
信
頼
関
係
で
は
、
富
山
市
立
速は

や

星ほ
し

中
学
校
（
Ｐ
．10
参
照
）
で
「
無
監
督
テ
ス
ト
」
や
無

人
販
売
な
ど
、
生
徒
の
自
律
性
を
育
む
こ
と
が
伝
統

的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
自
分
を

律
す
る
力
は
、
毎
日
の
生
活
や
行
事
、
部
活
動
で
も

育
む
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
別
の
場
面
で
も
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
う
し
た
意

味
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
自
律
性
を
養
う
こ
と

が
、
自
ら
学
ぶ
力
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
に
つ
い
て
は
、
大
仙
市
立
西
仙
北

中
学
校
（
Ｐ
．６
参
照
）
の
よ
う
に
、
優
秀
な
ノ
ー
ト

を
掲
示
す
る
、
授
業
で
他
の
生
徒
に
教
え
る
時
に

ノ
ー
ト
を
広
げ
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
も
、
学
び
合
い

の
１
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
更
に
、
同
校
は
「
１

人
勉
強
ノ
ー
ト
」
と
枠
を
つ
く
り
な
が
ら
、
内
容
は

自
由
に
さ
せ
て
、
生
徒
が
自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
よ

う
な
仕
組
み
に
し
て
い
ま
す
。
集
団
指
導
で
あ
り
な

が
ら
、
個
に
応
じ
た
指
導
に
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

先
生
が
重
要
事
項
に
挙
げ
て
い
た
メ
タ
認
知

を
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

伊
藤　

短
い
サ
イ
ク
ル
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
し
、
自
律

し
た
学
習
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
多た

度ど

津つ

町

立
多
度
津
中
学
校
（
Ｐ
．14
参
照
）
の
取
り
組
み
は
、

ユ
ニ
ー
ク
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
日
行
う
と
「
と
に
か

く
書
い
て
出
せ
ば
よ
い
」
と
作
業
に
陥
り
や
す
い
の

で
す
が
、グ
ル
ー
プ
内
で
計
画
を
見
せ
合
う
こ
と
や
、

毎
週
小
テ
ス
ト
を
行
っ
て
評
価
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
作
業
化
を
防
ぎ
、
個
別
指
導
の
側
面
を
持

た
せ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

生
徒
の
学
習
を
型
に
は
め
な
い
こ
と
で
は
、

東
京
都
の
鷹た

か

南み
な
み

学
園
（
Ｐ
．18
参
照
）
が
「
放
課
後

自
習
室
」
な
ど
で
地
域
の
人
々
が
生
徒
の
学
び
を
支

援
し
て
い
ま
し
た
。
第
三
者
的
な
大
人
が
入
る
こ
と

で
、
学
び
の
情
報
源
が
広
が
り
ま
す
ね
。

伊
藤　

子
ど
も
は
い
ろ
い
ろ
な
他
者
と
か
か
わ
り
な

が
ら
育
ち
ま
す
。
そ
う
し
た
面
か
ら
考
え
て
も
、
地

域
の
人
々
と
の
交
流
は
生
徒
の
自
律
を
促
す
こ
と
に

も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
護
者
に
他
の
家

庭
の
学
習
支
援
の
方
法
を
伝
え
て
い
る
こ
と
も
参
考

に
な
る
取
り
組
み
で
す
。
家
庭
学
習
は
教
師
の
指
導

が
及
ば
な
い
面
も
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
保
護
者
へ

の
支
援
も
重
要
で
す
。

　

子
ど
も
が
自
立
し
、
自
律
す
る
た
め
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
時
間
が
掛
か

り
ま
す
。
教
師
や
保
護
者
が
地
道
に
支
援
し
、
見
守

り
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

集
団
指
導
で
あ
り
な
が
ら

個
に
応
じ
た
指
導
に
も
な
る
工
夫
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豊
島
区
立
千
川
中
学
校
の
遠
藤
純
子
先
生
は
、

昨
年
、担
任
の
ク
ラ
ス
で
「
生
命
の
尊
重
」
を
テ
ー

マ
に
道
徳
の
授
業
を
行
っ
た
。
生
徒
に
は
、
事
前

学
習
と
し
て
祖
父
母
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
課
し

た
。祖
父
母
の
子
ど
も
時
代
の
様
子
や
時
代
背
景
、

子
育
て
へ
の
思
い
な
ど
を
聞
く
と
い
う
、
自
分
の

ル
ー
ツ
を
た
ど
る
内
容
だ
。

　

調
査
結
果
は
生
徒
個
々
で「
デ
ジ
タ
ル
紙
芝
居
」

に
ま
と
め
た
。
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
用
意
し
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
フ
レ
ー
ム
に
必

要
な
情
報
を
書
き
込
み
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
す

る
も
の
で
、
生
徒
は
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を
使
い
、
読
み
や
す
い
文
字
量
、
内
容
に
ふ
さ

わ
し
い
書
体
や
色
を
選
び
、
時
に
は
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
を
入
れ
て
表
現
し
て
い
っ
た
。
作
成
し
た
デ

ジ
タ
ル
紙
芝
居
は
、
班
内
で
発
表
し
て
感
想
を
述

べ
合
い
、
友
だ
ち
の
受
け
継
が
れ
て
き
た
命
も
感

じ
る
場
を
設
け
た
。
そ
の
上
で
、
道
徳
の
副
読
本

を
読
み
、遠
藤
先
生
が
自
身
の
体
験
談
を
語
っ
た
。

生
命
の
神
秘
に
つ
い
て
問
い
掛
け
る
と
、
生
徒
か

ら
は
「
そ
の
歩
み
が
未
来
の
自
分
を
つ
く
っ
て
い

く
の
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
、
授
業
テ
ー
マ
の
本
質

を
突
く
よ
う
な
意
見
が
次
々
と
上
が
っ
た
。

　
「
こ
の
授
業
で
は
、
21
世
紀
型
ス
キ
ル
（
＊
）

の
中
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』『
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
』『
個
人
と
社
会
に
お
け
る
責
任
』
な
ど

の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
紙
芝

居
の
発
表
に
よ
っ
て
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
、
驚
い
た
こ
と
に
不
登
校
気
味
の
生

徒
も
授
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
」

学
力
に
関
係
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
創
造
力
を
発
揮

　

千
川
中
学
校
は
、
２
０
１
１
年
度
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
子
ど
も
た
ち
の
21
世
紀
型
ス
キ
ル
を

育
成
す
る
実
証
・
研
究
事
業
」
の
指
定
を
受
け
た
。

こ
れ
は
、東
京
大
、日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
（
株
）、

レ
ノ
ボ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）、
豊
島
区
教
育
委
員

会
の
共
同
研
究
事
業
で
、
同
校
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
40
台
、M

icrosoft O
ffi  ce

®

、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
な
ど
の
環
境
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
つ
つ
21
世
紀
型
ス
キ
ル
を
育
成
す
る

と
い
う
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
小
林
豊
茂
校
長
は

事
業
参
加
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
21
世
紀
型
ス
キ
ル
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担

う
生
徒
に
必
要
な
力
で
す
。
未
来
を
生
き
抜
く
力

を
生
徒
に
育
み
た
い
と
思
う
と
同
時
に
、
授
業
で

自
由
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
え
る
環
境
を
整
え
て
、
先
生

School Data

21
世
紀
型
ス
キ
ル
育
成
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用

２
０
１
１
年
４
月
、
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た

「
教
育
の
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、

２
０
２
０
年
度
に
向
け
て
実
施
す
る
施
策
の
１
つ
に

子
ど
も
１
人
１
台
の
情
報
端
末
に
よ
る
教
育
を

本
格
展
開
さ
せ
る
こ
と
の
検
討
を
挙
げ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
ど
の
よ
う
な
指
導
が
可
能
と
な
る
の
か
。

２
年
前
に
1
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
た
学
校
の
取
り
組
み
か
ら
考
え
る
。

東
京
都
豊
島
区
立
千
川
中
学
校

東京都豊島区立千川中学校
◎1947（昭和22）年開校。21世紀型スキル
の育成を図る実証研究に実践校として参加し、
デジタルを活用した教育活動を推進している。
校長　小林豊茂先生／生徒数　263人／学級数
10 学級（うち通級指導学級２）／所在地　
〒171-0042　東京都豊島区高松1-9-21／
TEL　03-3956-8171　URL　http://toshima.
schoolweb.ne.jp/senkawa_j/

＊世界の教育関係者が立ち上げた国際団体「ATC21s」が提唱する概念で、グローバル社会を生き抜くために必要な力を指す。４つのカテゴリーに分けられた 10項目か
ら成り、創造力とイノベーション、コミュニケーション、情報リテラシー、個人と社会における責任などがある

http://toshima.schoolweb.ne.jp/senkawa_j/
http://toshima.schoolweb.ne.jp/senkawa_j/
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方
の
授
業
力
を
よ
り
高
め
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
備
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

い
き
な
り
全
授
業
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
う
よ
う
な
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
自
分
の
意
見
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
に
書
き
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
で
見
な
が
ら
話
し

合
っ
た
り
、
理
科
の
実
験
の
様
子
を
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
、
考
察
に
生
か
し
た
り
と
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
指
導
の
内
容
に
応
じ
て
ス
ポ
ッ
ト
的
に
活

用
す
る
。
そ
れ
で
も
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

Ｐ
Ｃ
が
使
え
る
こ
と
で
生
徒
の
集
中
力
が
増
す

と
、３
学
年
担
任
の
林
謙
太
郎
先
生
は
評
価
す
る
。

　
「
円
を
使
っ
た
数
学
の
問
題
を
作
成
す
る
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
問
題
作
り
の
条
件
は
、
自
分
が

解
け
る
こ
と
と
他
の
生
徒
に
解
説
で
き
る
こ
と
で

す
。『
創
造
力
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
や
『
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
』
な
ど
の
育
成
が
ね
ら
い
で
し
た
。

生
徒
は
数
学
の
問
題
作
り
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た

が
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
」

　
「
創
造
力
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
育
成
は
、

授
業
だ
け
で
は
な
く
特
別
活
動
で
も
行
わ
れ
て
い

る
。
現
3
年
生
は
、
昨
年
、
尾
瀬
移
動
教
室
の
事

前
・
事
後
学
習
で
、
後
輩
が
活
用
で
き
る
よ
う
に

と
尾
瀬
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
グ
ル
ー
プ
で

作
成
し
た
。
今
年
は
、
京
都
・
奈
良
の
修
学
旅
行

に
行
く
前
に
、
１
人
ず
つ
京
都
・
奈
良
の
名
所
を

分
担
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
各
２
ペ
ー

ジ
で
ま
と
め
た
案
内
冊
子
を
作
成
し
た
。

　
「
今
年
の
冊
子
を
見
る
と
、
去
年
の
デ
ジ
タ
ル

教
材
よ
り
も
、
創
造
力
や
表
現
力
が
数
段
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
配
色
や
書
体
、
色
な
ど
を

工
夫
し
て
表
現
し
て
お
り
、
ど
の
ペ
ー
ジ
を
と
っ

て
も
同
じ
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
」（
林
先
生
）

　

１
年
生
の
頃
は
教
師
が
示
し
た
見
本
と
似
た

よ
う
な
表
現
を
し
て
い
た
生
徒
た
ち
だ
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
操
作
法
を
覚
え
、
友
だ
ち
の
作
品

を
見
る
う
ち
に
、
徐
々
に
創
造
力
が
高
ま
り
、
個

性
豊
か
な
作
品
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
手
書
き
で
は
文
字
や
絵
の
上
手
・
下
手
が
一

目
瞭
然
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
え
ば
そ
の
こ
と
を
気

に
せ
ず
に
自
由
に
表
現
で
き
る
の
で
、
生
徒
は

作
成
に
没
頭
で
き
る
よ
う
で
す
。
良
い
作
品
が
必

ず
し
も
学
力
の
高
い
生
徒
の
も
の
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
学
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
創
造
力
が
伸
び
る
の

を
実
感
し
て
い
ま
す
」（
小
林
校
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
指
導
の
幅
が
広
が
っ
た

　

今
回
の
共
同
研
究
事
業
に
よ
っ
て
、
教
師
の
指

導
の
幅
も
広
が
っ
た
と
、
林
先
生
は
言
う
。

　
「
以
前
は
、
授
業
に
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
パ
ソ

コ
ン
を
使
う
場
面
を
入
れ
た
い
と
思
っ
た
ら
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
で
授
業
を
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
他
ク
ラ

ス
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、制
約
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
は
、
普
通
教
室
で
も
１
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
指
導
ツ
ー

ル
の
１
つ
と
し
て
選
択
肢
に
入
れ
て
い
ま
す
」

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
授
業
そ
の
も
の
が
大
き
く

変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
教
師
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
も
ば
ら
ば
ら
だ
。

そ
こ
で
、
ク
ラ
ス
の
中
で
も
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
な

生
徒
数
人
を
学
習
係
に
任
命
し
、
そ
の
生
徒
が
班

内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
教
師
役
と
な
り
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
い
る
。

　
「
学
習
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
、
目
の
前
の

生
徒
に
と
っ
て
最
も
効
果
的
な
手
法
を
取
る
と
い

う
授
業
の
根
本
は
同
じ
で
す
。
黒
板
に
大
型
テ
レ

ビ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
、

ど
の
場
面
で
何
を
使
う
と
効
果
的
な
の
か
。
選
択

肢
が
増
え
た
か
ら
こ
そ
、
教
師
に
は
授
業
の
工
夫

が
よ
り
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
遠
藤
先
生
）

　

子
ど
も
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
21
世
紀
を
生

き
抜
く
力
を
身
に
付
け
る
。
そ
の
た
め
に
、
教
師

に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
う
ま
く
生
か

せ
る
指
導
力
で
あ
る

│
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
教

師
が
決
し
て
多
く
な
い
同
校
が
研
究
を
進
め
て
き

た
成
果
が
、
そ
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

T
eachers

写真　理科の実験で、班ごとにタブレットＰＣを
利用。お互いの考えを出し合いながら、実験結果
の予想や結果を比較することを通して、協調的な
問題解決力の育成を目指す

豊
島
区
立
千
川
中
学
校
校
長

小
林
豊
茂

こ
ば
や
し
・
と
よ
し
げ　
「
生
徒
の

将
来
を
見
据
え
、
教
育
実
践
と
研

鑽
に
励
み
た
い
」

豊
島
区
立
千
川
中
学
校

林
謙
太
郎

は
や
し
・
け
ん
た
ろ
う　

３
学
年
担

任
。
数
学
科
。「
生
徒
の
探
求
心
や

創
造
性
を
伸
ば
す
支
援
を
し
た
い
」

豊
島
区
立
千
川
中
学
校

遠
藤
純
子

え
ん
ど
う
・
じ
ゅ
ん
こ　

教
務
主

任
。
理
科
。「
生
徒
の
行
動
や
気
持

ち
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
」



─前へ！前へ！！
ミドルリーダーの挑戦
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私
の
父
は
中
学
校
の
教
師
で
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
指
導
で
全
国
的
に
名
が
知
ら
れ

て
い
る
存
在
で
し
た
。
同
じ
よ
う
に
中
学

校
教
師
の
道
を
選
ん
だ
私
は
、
当
時
の
生

徒
が
持
っ
て
い
た
「
緩
さ
」
に
対
し
て
、

授
業
で
も
部
活
動
で
も
「
ビ
シ
ッ
」
と
指

導
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
は
生
徒
の
た
め
に
と

思
っ
て
指
導
を
し
て
い
る
の
に
、
生
徒
は

思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
新
年
度
の
担
任
発
表
で
私
の

名
前
が
呼
ば
れ
た
瞬
間
に
「
え
ー
っ
」
と

に
、
教
科
指
導
も
生
徒
指
導
も
部
活
動
の

指
導
も
、
基
本
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
担
当
教
科
の
数
学
で
言

え
ば
、
最
初
に
公
式
や
解
法
を
教
え
な
け

れ
ば
問
題
が
解
け
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん

が
、
教
え
込
も
う
と
し
て
問
題
を
や
ら
せ

過
ぎ
る
と
、
生
徒
が
数
学
を
嫌
い
に
な
っ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
部
活
動
の

指
導
で
も
同
じ
で
、
基
本
的
な
技
術
の
習

得
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
練
習
だ
け

で
は
競
技
の
面
白
さ
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

か
と
い
っ
て
、
テ
ス
ト
や
試
合
は
待
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ゴ
ー
ル
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
段
階
を
踏
ま
え
て
指
導
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

当
初
は
少
し
で
も
早
く
完
成
形
に
近
付

け
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
無
理
に
基
本
を

教
え
込
も
う
と
し
て
失
敗
し
、
生
徒
の
心

が
離
れ
て
い
っ
て
い
ま
し
た
。
数
学
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
「
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
と
い

う
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
失
敗
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

徐
々
に
生
徒
の
反
応
に
目
が
い
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
が
、
何
を

思
い
、
考
え
、
感
じ
、
ど
こ
に
つ
ま
ず

い
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、「
今
は
ま
だ
、
こ
れ
が
出
来
な
く
て

大
丈
夫
」
と
、
心
に
余
裕
を
持
っ
て
指
導

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
う
声
が
一
斉
に
上
が
っ
た
り
、
顧
問
を

務
め
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
遠
征

を
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
れ
た
り
と
、
何
度
も
苦

い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
い

ど
う
指
導
す
れ
ば
よ
い
の
か
…
…
。
悩
ん

で
い
た
私
は
、
あ
る
先
輩
か
ら
「
厳
し
い

の
は
い
い
ん
や
け
ど
、
生
徒
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

　

今
思
う
と
、
私
は
自
分
の
理
想
を
生
徒

に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
よ
く
言
え
ば
理
想
に
燃
え
て
い
た
の

で
す
が
、
実
際
は
生
徒
の
内
面
に
思
い
が

及
ば
ず
、
自
分
勝
手
に
描
い
た
生
徒
像
に

無
理
や
り
近
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
だ
け

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
と
の
接
し
方
を
模
索
す
る
う
ち

ほりのうち・けんじ◎教職歴１０年。2年間講
師を務めた後、大分市立王子中学校、宇佐市
立宇佐中学校、宇佐市立西部中学校に勤務し、
2013年度、同校に赴任。担当教科は数学。１
学年担任、1学年生徒会担当、バスケットボー
ル部顧問。

「
押
し
付
け
」の
指
導
が

生
徒
か
ら
拒
絶
さ
れ

苦
し
ん
だ
新
任
時
代

こ
れ
ま
で
私
が
歩
い
て
き
た
道
の
り

生徒一人ひとりの内面に寄り添い続け
個々の良さを伸ばしていきたい

大分県豊後高田市立高田中学校 堀之内健治 33歳

Middle Middle
          Leader    Leaderader



◎学級に一体感を生み出すためには、クラスメートで目標を共有することが

不可欠だと思います。生徒が話し合って学級目標を決め、みんなで協力して

ポスターを作ってもらいました。そして、学校行事などの節目節目で生徒に

語り掛け、学級目標を確認し、方向性を共有して取り組めるように指導して

います。

学級目標のポスターは、一人ひとりに「自分のこと」として意識してもらうために生徒の手
形を入れ、黒板の上に掲示している

学級づくり
◎学級に 体感を生み出
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学
校
で
し
か
出
来
な
い
指
導
と
し
て
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、
集
団
生
活
を
送
る

中
で
、
思
い
や
り
の
心
な
ど
を
育
て
人
間

性
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

学
級
づ
く
り
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
体
育

大
会
や
合
唱
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

を
通
し
て
、
友
だ
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
１

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
経
験

を
積
む
中
で
、
満
足
感
や
達
成
感
を
得
ま

す
。
そ
の
経
験
は
人
間
的
な
成
長
を
も
た

ら
す
と
共
に
、
生
活
面
や
学
習
面
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

一
体
感
の
あ
る
学
級
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
担
任
が
「
こ
ん
な
集
団
を
つ
く
り
た

い
」
と
い
う
明
確
な
目
標
の
下
、
生
徒
と

同
じ
目
線
に
立
っ
て
活
動
す
る
熱
意
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
く

ま
で
も
生
徒
が
主
役
で
、
生
徒
自
身
に
決

め
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
を
集
団
の
中
で
育
て
る
た
め
に

は
、
教
師
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
良
い
と

こ
ろ
を
積
極
的
に
探
し
、
学
級
の
中
で
輝

く
場
面
を
つ
く
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
生

徒
の
個
性
や
気
持
ち
に
よ
っ
て
目
指
す

ゴ
ー
ル
は
異
な
り
ま
す
か
ら
、
常
に
一
人

ひ
と
り
の
内
面
を
見
つ
め
て
、「
こ
の
生

徒
に
は
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
ほ
し
い

か
」
と
い
う
視
点
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
指
導
を
す

る
た
め
の
知
識
や
経
験
は
、
ま
だ
ま
だ
私

に
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
輩
の
指

導
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
す
る
中
で
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
思
い
で
は
な
く
、
生
徒
の
思
い

を
大
切
に
し
た
指
導
が
少
し
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
20
代
最
後
の
頃
で
す
。

　

自
分
が
言
い
た
い
こ
と
だ
け
を
言
い
、

授
業
を
乱
す
生
徒
が
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
生
徒
を
３
年
生
の
時
に
受
け
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
生
徒
は
大
人
か

ら
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
だ
と
考

え
、
生
徒
の
話
を
何
で
も
と
こ
と
ん
聞
く

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

初
め
の
う
ち
は
、
授
業
、
朝
の
会
、
給

食
、
掃
除
、
学
活
な
ど
で
も
、
ま
だ
自
分

勝
手
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

根
気
強
く
、
そ
の
生
徒
の
発
言
を
聞
き
続

け
る
と
、
数
か
月
が
経
っ
た
頃
、
明
ら
か

に
言
動
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
次
第
に

落
ち
着
い
て
授
業
に
臨
む
よ
う
に
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
的
資
質
が
開
花

し
、
学
級
行
事
な
ど
を
引
っ
張
る
存
在
に

な
っ
た
の
で
す
。
進
路
相
談
で
も
、
生
徒

は
心
を
開
い
て
本
音
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

生
徒
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
生
徒
は
伸
び
る
、
変
わ
る
と
い
う
こ

と
を
、
私
は
こ
の
経
験
か
ら
学
び
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
内
面
を
見
つ
め

集
団
の
中
で
輝
い
て
成
長
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
た
い

今
、私
が
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
一
歩

心
に
寄
り
添
え
れ
ば

話
を
聞
く
だ
け
で
も

生
徒
を
変
え
る
力
を
持
つ

歩歩歩
一
歩
一
歩
な
一
歩
な
一
な
た
な
た
な
た
新
た
新
た
新
る
新
る
新
る
い
る
い
る
い
て
い
て
い
て
し
て
し
て
し
と
し
と
し
と
う
と
う
と
う
そ
う
そ
う
そ
う

出
そ
出
そ
出
そ

み
出
み
出
み
出

踏
み
踏
み
踏
み

が
踏
が
踏
が
踏

私
が
私
が
私
が
私、私
今
、私
今
、
今今今今

堀之内先生の取
り組み



◎特集の記事では、生徒の心に火をつけるための解決の
「糸口」のポイントが押さえられ、「見取り」が見えました。
ぜひ意識して取り組みたいと思ったのは、中１ギャップ
と関連付けた、中学校スタートの指導のあり方と定着の
させ方です。それが充実すれば、きっと「当たり前」が
習慣となり、定着し、自分で課題を見付け、自分で歩む
「個立した子ども」に成長すると思います。指導の鍵は「１
年生のスタートと定着。それを２年生でどう評価し、習
慣化の道へ歩ませるか」です。

◎本校でも生徒に「自己肯定感」や「自信」を持たせる
ための教育活動に日々悪戦苦闘しています。生徒の根っ
この部分を耕し、育てることによって、主体的に言語活
動に取り組ませることが出来ると考えます。まさに時機
を捉えた特集であったと思います。

◎三重県四日市市立楠中学校が行っていた、大きな行事
の後に生徒会役員が校長室を訪れ、成果報告をするとい
う活動が良いと思いました。生徒会役員が校長に報告す
る活動を通して、学校行事への評価・改善を図ることは、
リーダーの育成の観点や自信を持たせる上でも重要なこ
とです。本校でも実践しようと思います。

◎上越教育大の中山勘次郎教授の記事では、特に内発的
動機づけ理論がとても参考になりました。人が「学び」
に対する主体性を獲得するまでの段階を意識しながら生
徒を観察したり、学習を指導したりすることは、どの教

師にも不可欠なことであると感じました。「経験と自信の
不足」からくる無気力・無意欲な児童・生徒に対する指
導の重要性を改めて痛感しました。

◎「私を育てたあの時代、あの出会い」の愛知県岡崎市
立翔南中学校の加藤政幸校長の記事には、「全ての責任は
私が取ります」という当時の校長の言葉に職員室の空気
が明らかに変わったことが描かれており、校長や先生方
の思い、状況が手に取るように感じられました。校長の
その言葉こそが「職員の心に火をつけた」のだと思いま
した。

◎小学校で英語の学習が充実してきている今こそ、小中
の連携をもっと大切にして、中学校での英語教育の充実
につなげていくべきだと思います。小学校の学習内容や
実態をよく知らない中学校教員も多いので、「Benesse 発
これからの教育」の岐阜県多治見市立笠原中学校のよう
に、小学校からの指導を引き継ぐ体制づくりが必要だと
思います。

◎「ミドルリーダーの挑戦」で紹介された、スーパーティー
チャーとして活躍中の佐賀県吉野ヶ里町立三田川中学校
の吉田喜美子先生と自分自身、ずいぶん差はありますが、
同性で年齢的に近いこともあり、共感する部分が多くあ
りました。校長先生の「子どもたちのためになると信じ
るなら、何でも積極的に取り組みなさい。そして、自分
自身も勉強をし続けなさい」という言葉で、子どもたち
のためになるから頑張ることが出来ることを実感してい
ます。

2013 Vol.２「生徒の心に火をつける」へのご意見

今号から『VIEW21』中学版を担当することになりました、小林と申します。昨年
度までは『VIEW21』高校版の担当で、中学校領域は初めてとなります。中学校
現場の課題を掘り下げ、解決の手掛かりとなる取り組み事例のご紹介や、先生方
と共に解決策を考えていくと同時に、高校現場の視点も取り入れた誌面展開なども
出来ればと考えています。ご指導ご鞭撻のほど、なにとぞよろしくお願い申し上げます。
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上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム
開催のお知らせ

これからの英語の指導と学びを考える
─全国の高校入試分析結果と中高生の英語学習実態をもとに─

中学校や高校の英語教育をテーマに考えていきます。
指導事例のご紹介、ご参加の先生方との意見交換も予定しています。

＊ARCLE( アークル、Action Research Center for Language Education) は、
　ベネッセ教育総合研究所が運営する英語教育研究会です

詳しくは アークル　英語教育 検索

 http://www.arcle.jp/

日時 2013年12月1日（日）
 10時30分～17時（予定）
場所 上智大学四谷キャンパス

参加費無料
・

事前申込不要

［岩手県／Ｋ中学校］

［福島県／Ｉ中学校］

［埼玉県／Ｆ中学校］

［東京都／Ｋ中学校］

［島根県／Ｋ中学校］

［富山県／Ｆ中学校］

［北海道／Ｋ中学校］

［中学版］2013 Vol .3 32

http://berd.benesse.jp
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明日の学校をともに考えるベネッセの教育情報誌

中学版

私を育てた
あの時代、あの出会い

すべての記事をウェブサイトからPDFでダウンロードいただけます

次号 Vol .4 は 2014年２月中旬発行（予定）です

Vol.2 生徒の心に火をつける

Vol.1 主体的に取り組む言語活動の工夫

Vol.4 中学１年生の良さを伸ばす

Vol.3「自律的な学習者」を育てる学び方指導

V o l .3
2 0 1 3

生徒に寄り添い、信じる大切さを学んだ初任校での日々
高知県高知市立城東中学校校長　田中敏彦

生徒一人ひとりの内面に寄り添い続け、個々の良さを伸ばしていきたい
大分県豊後高田市立高田中学校　堀之内健治

ミドルリーダーの挑戦
─前へ! 前へ!!

全国の校長先生に無料で年４回お届けしています

過去1年間の
特集テーマ

Back Number
2012

2013

表紙の学校　佐賀県小城市立牛津中学校
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１
人
で
学
べ
る
生
徒
を
育
て
る

★

Benesse発
これからの教育 21世紀型スキル育成にタブレットＰＣを活用　東京都豊島区立千川中学校

インタビュー特集 学校事例 秋田県大仙市立西仙北中学校　／　富山県富山市立速星中学校
香川県多度津町立多度津中学校　／　東京都鷹南学園（三鷹市立第五中学校・中原小学校・東台小学校）

インタビュー 京都教育大准教授　伊藤崇達　　
高校生の声 私の中学校での学習、高校での学習

1人で学べる生徒を育てる

　小城市立牛津中学校は、２０１３年度からキャリア教
育の体系化を進めている。１年生では農業体験で勤労
観を育み、２年生では地域の事業所での職場体験で職
業観を広げ、３年生では高校の体験入学を通して卒業
後の進路を考える。これらの取り組みに厚みをつけ連
続性を持たせて、将来の自分を考え、目標に向けたス
テップを見通した上で、今の自分に何が必要なのかを
考え、行動できるような生徒を育てることが目標だ。

夏休みには３日間の職場体
験を実施。2年生95人が
幼稚園、高齢者施設、飲
食店、小売店など35の事
業所で「働く」ことにチャ
レンジ。体験前にはハロー
ワークの講師から礼法指導
の講習会を受けた

「看護・リハビリ体験」では､地元の病院から医師の
指導の下、看護師や作業療法士ら約10人が来校。
生徒は実地体験を交えながら、医療の仕事について
学んだ

図書室に進路コーナーを設置。職業に関する本が約
300冊そろい、新聞の切り抜きも充実している

　進路指導部を校務分掌として独立させ、３年間を見
通した進路学習の計画・推進、進路情報の蓄積を行い、
進路実現を支える学力向上のために１～３年生の実力
考査を全面的に見直し、面談などでデータ分析に基づ
く指導を始めた。すると、実力考査の結果を見て苦手
を克服しようと前向きに頑張る生徒や、高校入試に向
けた意識の変化が３年生で例年よりも早く見られたと
いう。キャリア教育の充実に向け、教師の挑戦は続く。

ベネッセ　研究 検索でまたは

校内研修で
ご活
用ください

http://berd.benesse.jp
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